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「命洸（めいこう）」とは、命が水のように沸き立ちきらめくさま。大学祭の名称として学生が命名しました。
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めいこう

　高度情報教育計算サーバーが5年以上経過したため、最新型のスパコンで
あるSGI社のUV 2000が導入されました。
　CPUコアが384個、メモリが1テラバイト搭載された共有メモリ型の並列計
算機で、超大規模なゲノム情報処理なども可能です。研究用途だけでなく学
生実習などにも積極的に活用していきます。
　写真の学生たちは、これからスパコンにチャレンジするコンピュータバイ
オサイエンス学科の1年次生です。

高速並列計算機

学内の実験・実習機器

命洸祭（写真）

吹奏楽部演奏（写真部提供）

ダンスショー（写真部提供）

軽音コンサート（写真部提供）

模擬店　ワッフル

おいしいね！楽しいね！

CELL部 講演実験 ダブルダッチショー（写真部提供）

入試・募集伝言板

　2015年度第13期生募集が、10月のＡＯ（実験･実習型）入試・

指定校特別推薦入試を皮切りにスタートしました。ＡＯ入試

（定員9名）は、学力成績以上に分野への強い関心と高い意

欲・適正を審査していくもので、13名の受験があり10名が合

格しました。指定校特別推薦入試については、本学の推薦基

準をクリアーした各校からの推薦者19名が合格しました。　

　11月実施の一般公募制推薦入試A・Bでは、受験者が学部

全体で360名(前年比77% ) と減少しました。要因としては、

高校での一般入試中心の受験指導が強まってきていることや

新設が続く看護・医療技術など資格系学部・学科への志望の

高まりでの影響が考えられますが、やはり今年度は、龍谷大

学農学部の新規推薦募集での影響が大きいと考えられます。

　結果として本学の一般公募制推薦入試A・Bは、各学科・

方式でこれまでになく広き門となりました。

　さて、年明けから出願が始まる一般入試は、一般前期Ａ・

Ｂ、前期Ａプラスセンター1、前期Ｂプラスセンター1、一

般中期、中期プラスセンター2、一般後期とセンター利用前

一般入試で合格チャンス拡大 !　
 ネット利用・割引で簡単・便利に出願 !

期Ａ方式・Ｂ方式・中期で計10方式での入試を行います。10

月の各種模試動向では、近畿地区の農学・生物系学部・学科

志望者は龍谷大学農学部募集により前年より増加しています

が、本学の一般入試・センター試験利用入試志望者は、学部

全体では前年並となっています。しかし、募集定員が多く、

龍谷大学設置学科内容との重なりもあるバイオサイエンス学

科の志望者は、前年より減少する可能性があります。また、

学部全体としても最終入学手続率の低下が予想されますの

で、一般入試での合格者は前年以上に出す必要があります。

結果として一般公募制推薦入試と同様に、一般入試について

も前年より広き門になることが予想されます。

　本学を志望されるみなさんにとっては、大きく合格チャン

スが拡大する年になると思われます。また、一般入試からイ

ンターネット出願が可能となり、手元に願書がなくてもネッ

トから簡単に、しかも検定料のネット割引も利用して出願で

きますので、従来の複数学科・方式・日程併願による検定料

割引と併用して積極的に出願・受験してください。

2015年度
入試の動向

【 2015年度　一般入試日程 】　※インターネット出願の締切は、締切日の正午となります。注意してください。
入試方式 出願期間 試験日 発表日

  一般入試前期Ａ・前期Ａプラスセンター 1（高得点2教科型/理科重視型） 　1/ 5 ～ 1/23 1月28日（水）
2/14

  一般入試前期Ｂ・前期Ｂプラスセンター 1（高得点2教科型/理科重視型） 　1/ 5 ～ 2/ 3 2月  8日（日）
  一般入試中期・中期プラスセンター 2
　　　　　　　　　　（高得点2教科型/理科重視型）（特別奨学生選抜） 　2/ 2 ～ 2/17 2月22日（日） 2/28

  センター利用前期Ａ方式 　1/ 5 ～ 1/16 1/17（土）　1/18（日）
センター試験結果のみ
本学独自試験なし

2/14
  センター利用前期Ｂ方式（特別奨学生選抜） 　1/ 5 ～ 2/ 3
  センター利用中期（特別奨学生選抜） 　2/ 2 ～ 2/17 2/28
  一般入試後期 　2/16 ～3/ 6 3月11日（水） 3/16



理
観
を
重
視
し
た
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
基
盤
と
し
て
、

学
際
的
な
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
＆
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

修
得
し
た
、
問
題
解
決
能
力
を
も
つ
臨
床
検
査
技
師
の
育
成

を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
に
最
大
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
か
ら
卒
業
ま
で

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
3
学
科
の
ど
の
学
科
か
ら
も
選
択
が

で
き
、入
学
後
の
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
経
て
、1

年
次
の
終
了
時
点
で
選
択
希
望
者
を
募
り
ま
す
。
臨
床
検
査

学
と
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
を
両
立
さ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の

で
、
途
中
で
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
更
す
る
こ
と
が
困
難
な

た
め
、
1
年
次
の
成
績
と
担
当
教
員
と
の
面
接
に
よ
り
、「
臨

床
検
査
技
師
に
な
り
、人
の
た
め
に
働
き
た
い
」と
い
う
強
い

意
志
を
持
っ
た
学
生
を
上
限
30
人
程
度
選
択
し
、
2
年
次
か

ら
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
び
ま
す
。

　

2
年
次
に
は
主
に
基
礎
的
な
技
術
と
バ
イ
オ
の
知
識
を

修
得
し
、3
年
次
に
臨
床
検
査
の
実
習
と
教
育
を
行
い
ま
す
。

4
年
次
に
は
滋
賀
、京
都
、大
阪
の
提
携
病
院
で
の
約
6
週
間

の
臨
地
実
習
の
他
、卒
業
研
究
、国
家
試
験
受
験
の
準
備
を
進

め
ま
す
。

多
彩
に
広
が
る
卒
業
後
の
進
路

　

臨
床
検
査
技
師
の
国
家
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
病
院
な
ど

医
療
機
関
を
始
め
、保
健
所
、検
査
会
社
な
ど
で
の
臨
床
検
査

業
務
へ
と
進
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
さ
ら
に
、
治
験
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
産
婦
人
科
領
域
で
体
外
受
精
に
関
わ
る
胚

培
養
、
大
学
院
を
修
了
す
る
こ
と
に
よ
り
診
断
試
薬
や
診
断

機
器
メ
ー
カ
ー
、製
薬
会
社
で
の
開
発
部
門
な
ど
、多
彩
な
領

域
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▶臨床検査学カリキュラム 【4年間の学びの流れ】 ：必修科目・必修選択科目

前 後 前 後 前 後 前 後
数理科学Ⅰ 数理科学Ⅱ 数理科学Ⅳ 解析学

数理科学Ⅲ 線形代数学 数理科学Ⅴ
数学基礎演習Ⅰ
（基礎解析）

数学基礎演習Ⅱ
（微分積分）

数学基礎演習Ⅲ
（ベクトルと行列）

数学基礎演習Ⅳ
（確率入門）

エッセンシャル
生物学Ⅰ

エッセンシャル
生物学Ⅱ

エッセンシャル
生物学Ⅲ

生物学基礎
化学基礎
一般英語Ⅰ 一般英語Ⅱ 科学英語Ⅰ 科学英語Ⅱ 科学英語Ⅲ 科学英語Ⅳ

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ
TOEIC講座Ⅰ TOEIC講座Ⅱ

国語Ⅰ 国語Ⅱ
日本語Ⅰ（留学生） 日本語Ⅱ（留学生）

自然科学
基礎実験Ⅰ

自然科学
基礎実験Ⅱ(Ⅲ)

コンピュータ
基礎実習Ⅰ

コンピュータ
基礎実習Ⅱ
夏期集中実験

科学技術論 経済学 現代の政治と社会
健康保健学 法学（日本国憲法）
社会学 情報社会
哲学 文学 日本文化論

歴史学 日本の歴史と
文化（留学生）

心理学
大学での学びと
実践方法

長浜バイオ大学魅
力紹介プロジェクト

社会の問題と
解決方法

長浜魅力づくり
プロジェクト

社会との関わりと
自己表現

元気なこほく紹介
プロジェクト

ボランティア活動
の意義と実践

マーケティング
戦略の立案Ⅰ

インターンシップ
実習

マーケティング
戦略の立案Ⅱ

長浜バイオ大学
での主体的学び

生命倫理・研究倫理 生命情報科学概論 ゲノム解析学
タンパク質科学

エッセンシャル
生化学

エッセンシャル
化学Ⅱ 安全学

エッセンシャル
化学Ⅰ

バイオビジネス概論 生物工学システム バイオマテリアル産業論

科学工業デザイン概論

生命情報学応用実習Ⅰ 生命情報学応用実習Ⅱ

BS応用実験ⅠA
（遺伝子系）

BS応用実験ⅠB
（分子系）

BS応用実験ⅠC
（細胞系）

BS応用実験ⅠD
（環境系）

AB遺伝子科学
応用実験Ⅰ

AB分子科学
応用実験Ⅰ

AB細胞科学
応用実験Ⅰ

AB動物科学
応用実験Ⅰ

基礎微生物学 放射線概論 免疫学 医療情報学概論 臨地実習 臨床検査特論Ⅱ
遺伝学概論 食品微生物安全学 臨床検査総論Ⅱ 血栓止血検査学実習 臨床検査特論Ⅰ 臨床検査特論Ⅲ
動物生理学 医用工学概論 病理学実習

組織学 医用工学概論実習 組織学・
解剖学実習

医学概論 放射性同位元素検
査技術学実習 病原体検査学実習

臨床検査総論Ⅰ 臨床免疫学実習

臨床化学 血液形態
検査学実習

臨床血液学
臨床検査総論実習
臨床化学実習

※上記以外に「ホームルーム」（全員出席）を随時実施します。 上記のカリキュラムは予定です。（2015年4月開始）

専門総合
プログラム

文献調査・講読
卒業研究

臨床検査学
プログラム

病理学
臨床生理学
臨床生理学実習

自立的
教育ユニット

学
部
共
通
一
般
教
育

一
般
教
育
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム

数理系基礎
教育ユニット

生物・化学系
基礎教育
ユニット

英語教育
ユニット

国語教育
ユニット

基礎
実験・実習
教育ユニット

社会科学
教育ユニット

4年次

生命科学専門
教育ユニット

物質科学専門
教育ユニット

ビジネス専門
教育ユニット

応用科学実験
ユニット

プログラム・ユニット

一
般
教
育
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

1年次

学
部
共
通
専
門
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

2年次 3年次

人文科学
教育ユニット

キャリア教育
ユニット

バイオ実験夢チャレンジ

バイオサイエンス学科、  
コンピュータバイオサイエ
ンス学科の場合  

アニマルバイオサイエン
ス学科の場合 

巻頭特集

巻頭特集　めざそう！　新しい予防医学の担い手

2
0
1
5
年
度
開
設
の
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
学
な
ら
で
は
の
優
位
性
が
こ
こ
に
！

未
来
の
医
療
に
不
可
欠
な
臨
床
検
査

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
に
は
、
病
気
や
疾
病
を
予
防
し
健
康
の

増
進
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
正
確
に

生
体
情
報
を
把
握
す
る
た
め
の「
臨
床
検
査
」が
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
臨
床
検
査
は
、
①
患
者
の
身
体
情
報
を
客
観
的
で
科

学
的
な
値
や
画
像
と
し
て
提
供
、
②
治
療
経
過
中
の
身
体
状

況
を
情
報
と
し
て
提
供
、
③
健
康
診
断
な
ど
健
康
な
人
に
症

状
が
出
る
前
の
病
気
が
あ
る
か
ど
う
か
の
値
や
画
像
の
提
供
、

④
治
療
薬
の
量
や
効
果
の
モ
ニ
タ
ー
デ
ー
タ
の
提
供
、
さ
ら

に
は
、
⑤
将
来
病
気
に
な
る
か
ど
う
か
を
示
す
危
険
因
子
の

情
報
提
供
と
い
う
、5
つ
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
医
療
な
ど
、
未
来
の
医
療
に
つ
な
が
る

重
要
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、出
生
前
検
査
な
ど
倫
理
的
、

社
会
的
、法
律
上
の
問
題
を
も
含
む
た
め
、臨
床
検
査
に
携
わ

る
技
術
者
に
は「Clinical Laboratory Scientist

」と
し
て

の
資
質
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
学
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

今
日
の
臨
床
検
査
は
、「
病
態
検
査
」か
ら
、そ
の
原
因
は
何

か
を
突
き
止
め
る「
病
因
検
査
」へ
と
役
割
が
変
化
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、短
期
大
学
や
専
修
学
校
で
の「
技
術
伝
授

型
教
育
」か
ら
、
4
年
制
大
学
や
大
学
院
で
の「
問
題
解
決
型

教
育
」が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、臨
床
検
査
技
師
教
育
施

設
の
数
も
、
2
0
0
1
年
に
75
・
5
％
を
占
め
た
3
年
制
短

期
大
学
や
専
修
学
校
は
、
2
0
1
4
年
に
は
37
・
0
％
に
減

少
し
、6
割
以
上
が
4
年
制
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
が
2
0
1
5
年
度
か
ら
新
た
に
開
設
す
る
臨
床
検
査

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
生
命
の
尊
厳
と
倫

─臨床検査技師の資格を持つバイオ技術者─

　めざそう！
新しい予防医学の担い手
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長
浜
バ
イ
オ
大
学
と
滋
賀
医
科
大
学
は
、
文
部
科
学
省

の
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
「
び
わ
こ
バ
イ
オ
医
療
大

学
間
連
携
戦
略
」
に
よ
り
、
免
疫
学
、
解
剖
学
な
ど
の
連

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
平
成
15
年
4
月
に
、
我
が
国
初

の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
教
育
・

研
究
に
特
化
し
た
大
学
と
し
て
開
学
さ
れ
て
以
来
、
最
先

端
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術
の
研
究
や
高
度
な
専
門
知

識
・
技
術
力
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成
に
御
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
4
月
か
ら
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
に

「
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
設
さ
れ
、
県
内
初
の

臨
床
検
査
技
師
養
成
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
れ
る
こ
と
を
、

大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。

　

今
、
医
療
の
現
場
で
は
、
再
生
医
療
や
遺
伝
子
診
断
、

遺
伝
子
治
療
と
い
っ
た
最
先
端
の
バ
イ
オ
の
知
識
と
技
術

を
持
っ
た
臨
床
検
査
技
師
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
浜

バ
イ
オ
大
学
で
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
質
の
高
い
知

識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
方
が
、
臨
床
検
査
技
師
や

研
究
者
と
し
て
幅
広
く
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

滋
賀
県
臨
床
検
査
技
師
会
は
、
県
内
の
医
療
機
関
を
は

じ
め
検
査
所
等
に
て
勤
務
す
る
臨
床
検
査
技
師
を
正
会
員

（
約
5
8
0
名
）と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
学
術
技
能
や

検
査
精
度
の
向
上
、
県
民
の
健
康
増
進
や
疾
病
予
防
の
た

め
に
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
教
育
・
研
究
拠
点
で
あ

る
貴
大
学
に
お
い
て
、
滋
賀
県
初
の「
臨
床
検
査
技
師
」養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
た
い
へ
ん

心
強
く
思
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
新
時

代
に
求
め
ら
れ
る
高
度
な
技
術
と
医
療
倫
理
観
を
持
っ
た

優
秀
な
人
材
の
育
成
を
目
指
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
当

会
と
し
て
も
そ
の
た
め
の
支
援
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

　

貴
大
学
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
未
来
の
医
療
現

場
の
技
術
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

　

今
日
の
め
ざ
ま
し
い
医
学
の
進
歩
に
よ
り
医
療
現
場
で

は
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
遺
伝

子
検
査
、
遺
伝
子
治
療
の
急
速
な
普
及
が
見
込
ま
れ
る
中
、

臨
床
検
査
技
師
の
役
割
も
よ
り
広
く
よ
り
高
度
な
も
の
へ

と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

日
本
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
に
お
い
て
も
、
法
律
、
制

度
の
整
備
、
教
育
制
度
の
見
直
し
を
進
め
、
医
療
人
と
し

て
の
倫
理
観
と
よ
り
高
度
な
技
術
を
も
っ
た
臨
床
検
査
技

師
の
養
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
専
門
大
学
で

あ
る
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
臨
床
検
査
技
師
」
を
基
盤
と
し
て
、
医
療
開
発
分
野
ま

た
は
そ
の
普
及
の
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

巻頭特集

滋
賀
医
科
大
学

学
　
長
　
塩
田 

浩
平
さ
ん

一
般
社
団
法
人

日
本
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会

会
　
長
　
宮
島 

喜
文
さ
ん

滋
賀
県
知
事

三
日
月 

大
造
さ
ん

公
益
社
団
法
人

滋
賀
県
臨
床
検
査
技
師
会

会
　
長
　
入
野 

保
さ
ん

臨床検査技師資格を持つバイオ技術者
広がる活躍のステージと関連資格

本学臨床検査学プログラムへの期待の声

めざそう！
新しい予防医学の担い手

　床検査学の知識と技術を
活かすことにより、製薬会

社での新薬の開発、診断機器や
試薬メーカーでの診断法の開発な
どの技術者として、活躍の場が広
がっています。また、大学院を修
了することにより、こうした開発
部門での研究職として活躍するこ
とも可能です。
　近年、ウイルスによる世界的な
感染の流行、パンデミックが懸念
される中で、迅速なウイルス検出
法の開発や効力を持つ新薬の開
発が急務となっており、この点で
もバイオの知識と技術を持つ臨
床検査技師が求められています。

製
薬
会
社
、診
断
機
器
メ
ー
カ
ー
の
開
発
部
門

臨

　微鏡を用いて細胞を観察し、
疾患による細胞の変化を見

逃さずに探し出し、診断するのが
細胞診です。がんは疾患の中でも
とりわけ細胞の変化が顕著なので、
がんの早期発見には欠かせない診
断法となっています。この診断で
がん細胞の有無、悪性度や進行
度の検査を担うのが細胞検査士で
す。
　日本臨床細胞学会と日本臨床
検査医学会が実施する認定試験
により、細胞検査士の資格を認定
しています。臨床検査技師の資格
を取得して1年以上の細胞診業
務の実務経験があれば、この試験
の受験資格を得ることが出来ます。

細
胞
検
査
士

顕

　音波検査（エコー）は、高
い周波数の音波を使って身

体の中の状態を調べる検査で、胎
児の発育具合をはじめ、肝臓・腎
臓など腹部の臓器、心臓や血管・
甲状腺、さらには消化器などの検
査が可能になっています。
　リアルタイムで行う画像検査で、
その断面は無限に設定できるた
め、検査士が患者さんを診断しな
がら進めていくことが要求される
ので、日本超音波医学会が認定
試験を実施しています。臨床検査
技師、診療放射線技師、看護師
など医療系の国家資格取得者が
多く認定されています。

超
音
波
検
査
士

超

　療機関において人工授精
や顕微授精などの体外受

精の操作を行う医療技術者です。
培養液の管理、精子や卵子の培
養、顕微鏡下での受精操作、胚
の凍結保存などを行い、生物学、
細胞学、倫理学の知識が必要と
なります。
　資格の認定は日本哺乳動物卵
子学会が講習と面接試験により
行っており、不妊治療を専門とす
る医療機関に勤める医療系の国
家資格保有者が多く、生物学、
細胞病理学に精通している臨床
検査技師や衛生検査技師などが
この認定を受けて活躍していま
す。

胚
培
養
士

医

　薬を開発して製品化するに
は、動物実験で薬の有効

性と副作用の有無を調べ、安全
レベルに達していればヒトでの臨
床試験、「治験」を行います。
　この時に不安を抱えた被験者
の身近な相談役となり心配や不
安を軽減させ、治験を行う医療
機関、新薬を開発する製薬会社
など治験に携わる人や機関との
架け橋になるのが治験コーディ
ネーターです。
　認定の資格はありませんが、
臨床検査技師、薬剤師や看護師
などの資格を持った医療従事者
がその役割を担っています。

治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

新

　波や心電図などを検査する
生理学的検査と、血液や尿、

便などを検査する検体検査が、臨
床検査技師の役割です。生理学
的検査には、人体に器具を装着し
て状態を調べる心電図検査、脳
波検査、超音波検査などがあり、
検体検査は身体から取り出した血
液や尿を扱う生化学的検査、細
菌やウイルスを調べる微生物学的
検査、血液成分や細菌を調べる
免疫学・血液学的検査などです。
　最近では、微生物検査の診療
報酬増額や外来迅速検査加算の
増額などもあり、求人が増えてき
ています。

医
療
機
関
、保
健
所
、検
査
会
社
の
検
査
室

脳

携
授
業
や
、
臓
器
3
D
立
体
画
像
な
ど
医
学
関
連
教
材

の
共
同
開
発
で
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
貴
大
学
に
お
い
て
「
最
先
端
の
バ
イ
オ
の

知
識
と
技
術
を
も
つ
臨
床
検
査
技
師
の
育
成
」
を
目
指
し

た
滋
賀
県
内
初
の
臨
床
検
査
技
師
養
成
課
程
で
あ
る
「
臨

床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
は
、
新
た

な
医
療
技
術
の
開
発
や
医
療
水
準
の
向
上
を
目
指
す
本
学

と
し
て
も
、
非
常
に
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。「
臨
床
検

査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
か
ら
優
れ
た
人
材
が
輩
出
さ
れ
、
再

生
医
療
や
遺
伝
子
診
断
、
遺
伝
子
治
療
な
ど
、
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
医
療
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

45



　

News Clip News Clipニュースクリップ

夏期休暇を利用して開催された研究集会や学会で、本学の教員と大学院生が数多く研
究成果を発表し、高く評価されています。学内では、最先端の植物実験を可能にする「グ
リーンイノベーションハウス」の建設が進むとともに、来春開設する臨床検査学プログ
ラムの準備も進められています。

　

来
年
度
よ
り「
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
設
す
る
に
あ
た
り
、8
月
24
日
、

各
界
の
協
力
を
得
て
、
第
1
回「
医
療
に
お
け
る
ゲ
ノ
ム
解
析
担
当
者
を
育
て
る

た
め
の
実
習
を
主
と
し
た
講
習
会
」
を
開
き
ま
し
た
。　

　

現
在
、
遺
伝
子
や
ゲ
ノ
ム
解
析
が
現
代
の
医
療
環
境
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る

状
況
に
あ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
て
の
ゲ
ノ
ム
解
析
技
術
に
よ
り
膨
大

な
ゲ
ノ
ム
情
報
を
的
確
に
評
価
し
医
療
に
貢
献
で
き
る
人
材
と
し
て
、
新
し
い
タ

イ
プ
の「
ゲ
ノ
ム
解
析
担
当
者
」
の
育
成
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
長
浜

バ
イ
オ
大
学
の
人
的
、物
的
資
源
を
活
用
し
て
実
習
を
主
と
し
た
講
習
会
を
行
い
、

将
来
を
担
う
高
校
生
、
大
学
生
、
大
学
院
生
、
高
校
教
員
、
企
業
や
医
療
関
係
者

ら
49
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
2
0
1
5
年
度
か
ら
既
存
の
学
科
に
お
い
て「
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
が
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
臨
床
検
査

技
師
の
国
家
試
験
を
目

指
す
の
み
な
ら
ず
、
ゲ

ノ
ム
検
査
の
技
術
な

ど
、
高
度
な
新
時
代
の

技
術
を
も
修
得
し
ま

す
。

　

今
村
綾
先
生（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）
の
論
文
が
国
際
科
学
誌『PLA

N
T
 

&
 CELL PH

Y
SIO

LO
GY

』
に
発
表
さ
れ
た
８
、５
０
０
編
以
上
の
論
文
の
な

か
で「
最
も
優
れ
た
論
文
」
12
編
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
村
先
生
は
、
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
を
モ
デ
ル
に
、
植
物
の
成
長
過
程
に
関
わ
る

ゲ
ノ
ム
解
析
担
当
者
育
成
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催

今
村
先
生
の
論
文
が「
最
も
優
れ
た
論
文
」12
編
に
選
出

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
を
こ
の
春
開
設

　

博
士
課
程
前
期
課
程
2
年
生
の
澁
谷
仁
寿
さ

ん
は
、
9
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
第
22
回
国
際
色
素
学
会
」で
、
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト

（
色
素
細
胞
）と
血
管
構
造
の
関
連
に
つ
い
て
ポ

ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
メ
ラ
ノ
サ
イ
ト

を
欠
損
し
た
マ
ウ
ス
と
正
常
な
マ
ウ
ス
を
比
較

し
て
、
マ
イ
ク
ロ
X
線
C
T
装
置
で
3
次
元
的

に
血
管
構
造
を
観
察
し
、
欠
損
し
た
マ
ウ
ス
に

は
構
造
上
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
発

表
。
若
手
研
究
者
の
支
援
を
目
的
と
し
た「
ト

ラ
ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

博
士
後
期
課
程
1
年
生
の
服
部
竜
弥
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
が
評
価
さ
れ
日

本
ペ
プ
チ
ド
学
会
の
ト
ラ
ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
を

受
賞
、
9
月
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た

「
第
33
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ペ
プ
チ
ド
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
に
参
加
し
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し

　

9
月
17
〜
19
日
の
3
日
間
、
本
学
を
会
場
に
日
本
遺
伝
学
会
の
第
86
回
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
20
日
に
は
、「
健
康
と
長
寿
に
貢
献
す
る
遺
伝
学
と
情

報
学
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
開
市
民
講
座
も
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
遺
伝
学
会
は
、

英
国
の
遺
伝
学
会
設
立
と
同
じ
1
9
2
0
年
に
結
成
さ
れ
た
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
学
会
で
、
今
回
の
大
会
で
は
最
近
の
遺
伝
学
の
進
歩
を
反
映
し
て
、
エ
ピ
ジ
ェ

ネ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
医
学
に
関
わ
る
テ
ー
マ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
研
究
発
表
が
多
か
っ

た
の
も
特
徴
的
で
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
、
教
員
と
大
学
院
生
に
よ
る
研
究
発
表
と
と
も
に
、
三
輪
正
直
学

長
、若
林
浩
文
理
事
長
な
ど
70
人
近
く
の
教
職
員
と
学
生
が
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
、

40
人
を
越
え
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
大
会

運
営
を
支
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
遺
伝
学
と
合
成
生
物
学
」

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
本
学
の

学
部
生
に
よ
る「iGEM

 N
agaham

a

」

が
発
表
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ
ー
展

示
も
行
い
ま
し
た
。

　

生
命
科
学
の
中
で
常
に
そ
の
中
心
的

な
学
問
分
野
と
し
て
発
展
し
て
き
た
、

遺
伝
学
を
対
象
に
し
た
学
会
の
大
会
組

織
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
集
を
本
学
の
教
職

員
だ
け
で
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
、
本
学

が
バ
イ
オ
の
総
合
大
学
で
あ
る
こ
と
を

実
証
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

国
際
学
会
で
大
学
院
生
が
高
い
評
価
を
受
け
る

本
学
の
共
催
で
日
本
遺
伝
学
会
86
回
大
会
を
開
催

澁谷さん（左）と服部さん（右）

た
。
中
和
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
に
よ
る
マ
イ
ト
ク
リ
プ
タ
イ
ド
の
生
理
機
能
解

析
に
つ
い
て
、
生
理
活
性
を
阻
害
す
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
を
作
製
し
、
生
体

内
で
の
機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
マ
イ
ト
ク
リ
プ
タ
イ
ド（
生
理
活
性
ペ

プ
チ
ド
）
が
ど
う
い
う
働
き
を
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

最
先
端
の
植
物
実
験
を
可
能
に
す
る

「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
」

が
、
2
0
1
4
年
度
内
の
完
成
を
め

ざ
し
て
現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

施
設
内
に
は
3
つ
の
特
殊
な
温
室
が

あ
り
、
閉
鎖
型
の
2
つ
の
温
室
で
は
、

花
粉
が
外
部
に
漏
れ
出
さ
な
い
よ
う
内

部
の
気
圧
を
外
よ
り
低
い
陰
圧
に
設
定

し
、
排
水
は
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
で
滅
菌

処
理
を
行
う
な
ど
、
環
境
や
生
態
系
に

影
響
を
与
え
ず
に
遺
伝
子
組
み
換
え
植
物
の
実
験
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
昼
間
30
度
、
夜
間
25
度
と
い
っ
た
厳
密
な
温
度
管
理
が
で
き
る
た
め
、
冬

場
で
も
イ
ネ
が
生
育
で
き
、
分
子
育
種
の
分
野
で
も
効
率
よ
く
実
験
が
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
人
工
光
で
植
物
が
栽
培
で
き
る
恒
温
恒
湿
室
も
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
「
環
境
・
植
物
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
進
む
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
の
学
生
は
、
全
員
こ
の
施
設
で
遺
伝
子
組
み
換
え
植
物
の
作
製
や
そ

の
安
全
運
用
を
学
ぶ
他
、
主
に
植
物
を
扱
う
研
究
室
の
発
展
的
な
考
察
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
で
す
。

植
物
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
の
情
報
伝
達
が〝H

is-A
sp

リ
ン
酸
リ

レ
ー
情
報
伝
達
機
構
〞
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
の
全
ゲ
ノ
ム
配
列
が
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
時
期
に
こ
の
論
文

を
発
表
し
た
こ
と
が
、
今
日
進
め
ら
れ
て
い
る〝H

is-A
sp

リ
ン
酸
リ
レ
ー
情
報

伝
達
機
構
〞
の
全
貌
の
解
明
を
め
ざ
す
発
端
と
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

現
在
は
、
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
で
進
め
ら
れ
た
研
究
成
果
を
基
に
、
穀
物
植
物〝
イ

ネ
〞
の〝H

is-A
sp

リ
ン
酸
リ
レ
ー
〞
シ
グ
ナ
ル
伝
達
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
の
激
変

に
よ
る
食
糧
危
機

に
備
え
る
た
め
に

も
、
乾
燥
や
低
温

な
ど
の
環
境
ス
ト

レ
ス
へ
の
的
確
な

応
答
方
法
を
明
ら

か
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

http://www.oxfordjournals.org/our_
journals/pcp/leading_papers.html
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News Clip

長浜音楽祭に吹奏楽部が出演しました

地域と大学

●日本学生支援機構奨学金について

【スカラネット・パーソナルの登録】
　日本学生支援機構奨学金の貸与を受けている方
は、スカラネット・パーソナルへの登録を済ませて
ください。スカラネット・パーソナルとは、日本学
生支援機構の奨学金を借りている方が、自分の奨学
生番号、貸与期間、貸与月額、貸与総額（予定）、
振込口座情報等、奨学金に関する情報をインターネ
ット上で閲覧することができるシステムです。
　2014 年度より、貸与奨学金の来年度の継続願い
はスカラネット・パーソナルを通じて行われますの
で、継続希望者は必ず事前登録が必要です。
　また、卒業予定者も、スカラネット・パーソナル
に登録すると卒業後に住所変更や貸与残額確認など
を簡単に行うことができます。適切に返済していく
ために、必ず登録を行ってください。

【次年度の奨学金継続の可否】
　現在、奨学金の貸与を受けており来年度も貸与を
希望する学生は、1月 20 日までに各人がスカラネ
ット・パーソナルを通じて「奨学金継続願」を提出
する必要があります。

■対象学生：学部：1年次生、2年次生、3年次生
　大学院博士課程： 前期課程 1年生
　　　　　　　　　後期課程 1年生、2年生
■「奨学金継続願」の提出手続き
　12 月下旬頃に日本学生支援機構より手続書類が

届いてから説明会を行います。学内掲示、web 掲示
で告知しますので、対象者は必ず参加してください。
「奨学金継続願」を提出しなければ、来年度の奨学
金の貸与は受けられません。

■注意事項
　「奨学金継続願」提出には、家計支持者（父母共
働きの場合は両方）の所得金額の入力が必要です。
家計基準および本年度終了時の学業成績が審査さ
れ、貸与基準を超えた所得がある場合や、著しい成
績不良、留年や卒業延期が決定した場合は、奨学生
の資格が停止あるいは廃止となります。

【奨学金の返還】
　2015 年 3月卒業・修了で貸与終了となる皆さん
に対しては、返還説明会を開き、卒業後の奨学金返
還方法等について説明しています。改めて重要な点
をお知らせします。
　①卒業後に住所や勤務先が変わった場合は、必ず

日本学生支援機構へ届け出てください。スカラ
ネット・パーソナルへ登録すればインターネッ
ト上で届け出ることができます。

　②通常の場合、返還（リレー口座（登録口座）か
らの引き落とし）は 2015 年 10 月 27 日から
始まります。不注意であっても引き落としが出
来ない場合は、延滞者となります。

　③返還を延滞すると延滞金が発生します。延滞が
3か月以上に及ぶ場合、個人信用情報機関に個
人情報が登録され、クレジットカードの使用制
限、住宅のローンが組めないなど重大な不利益
を受けます。

　④やむを得ず奨学金の返還が困難な場合は、滞納
することなく日本学生支援機構へ相談してくだ
さい。

　⑤ 2015 年 4 月以降に大学院等へ進学する場合、
在学中の返還期限猶予が認められるので、「在
学届」を在学大学へ提出してください。

　⑥その他、一括返還、繰上げ返還、諸手続きは、
すべて『返還のてびき』に記載されています。
また、『返還のてびき』裏面に相談センターナ
ビダイヤルが記載されていますので、相談して
ください。

■　■　■　■　■　■　■　■　
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同窓会
レポート学生生活 information

長浜音楽祭で演奏する吹奏楽部

　11月22・23日に長浜文化芸術会館で催された「長浜音楽祭」に、今年も
吹奏楽部が出演しました。長浜音楽祭は長浜市の伝統的な音楽イベン
トであり、合唱やよし笛、和太鼓、大正琴、ギター・マンドリン、オーケス
トラ、吹奏楽と多彩な顔ぶれの29団体が出演しました。
　吹奏楽部はこのほかにも社会福祉施設や公民館のまつり、「いきいき
健康フェスティバル」や長浜地方卸売市場の「市場感謝祭」など地域に
根ざしたイベントに数多く参加しています。
　部員たちは、「大学の地元の
人に期待されて呼んでもら
い、楽しんでもらえることが
嬉しい」と口をそろえて言い
ます。演奏に出かけるだけで
なく、公民館で地域の人たち
と交流する機会も大事にして
います。

原稿募集
　読者の皆様も懐かしいメンバーで
集まることがあれば、ぜひ「同窓会
レポート」を投稿してください。規模
の大小は問いません。400字程度の
原稿と写真（1.5MB 以上）をメール
でお送りください。文中には、開催日・
場所のほか、どのようなつながりの
集まりかを必ず入れてください。
　お送りいただくメールには、原稿
作成者の氏名、学籍番号、郵便番号・
住所（薄謝をお送りします。）を明記
してください。
■原稿お送り先：
kouhou@nagahama-i-bio.ac.jp

■メール件名：
めいこう同窓会レポート

■お問い合わせ：上記メールまたは
TEL:0749-64-8100 広報担当まで

　
　

11
月
17
日
、
三
輪
正
直
学
長
と
若
林
浩
文
理
事
長
が
滋
賀
県
庁
を
訪
問
し
、
三

日
月
大
造
知
事
、
西
嶋
栄
治
副
知
事
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

学
長
は
、
滋
賀
県
と
長
浜
市
に
誘
致
さ
れ
設
立
に
至
っ
た
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の

沿
革
と
最
近
の
教
育
・
研
究
活
動
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
昨
今
、
小
中
学
校
・
高

等
学
校
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
理
科
離
れ
」
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

「
県
内
外
の
高
等
学
校
と
連
携
し
て
本
学
の
実
験
施
設
を
使
用
し
た
り
、
高
等
学

校
へ
講
師
を
派
遣
す
る
高
大
連
携
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
学
で
は
理
科
教
育

の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
県
の
ご
支
援
も
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
貢
献
で
き

れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
と
、

知
事
は
「
行
政
が
仲
立
ち
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
協
力
し
た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
学
長
は
、
滋
賀
医
科
大
学

と
の
協
定
に
よ
り
、
医
学
関
連
で
の
共
同

講
義
・
実
習
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
長

浜
市
街
地
に
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
け

て
、
学
生
が
市
民
の
中
に
入
っ
て
交
流
し

て
い
る
活
動
な
ど
、
滋
賀
県
、
長
浜
市
と

の
地
域
連
携
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。

三
輪
学
長
と
若
林
理
事
長
が
三
日
月
滋
賀
県
知
事
と
懇
談
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クラブ・サークルだより

楊　帆さん
（バイオサイエンス学科1年次生）

　夏休み最後の週末、琵琶湖の周
辺の大学から数人ずつ集まり沖島
に行きました。それは沖島にあるわずか11人の小学校の
運動会を手伝うボランティア活動のためです。子供たち
が足を怪我しないように小石を拾ったり、テントを張った
りしました。
　最初は遊びの気持ちで写真を撮ってばかりでしたが、
純朴な子供を見ていると私も元気になって、ボランティア
に積極的に参加しました。島を離れる時、島の人々が手を
振りながら、「ありがとう」と言われるのを聞いて、心から
感動しました。短い二日間でしたが、一生忘れられない思
い出になると思います。

木村 栞菜さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

　今回、友達を誘って初めて国際
交流企画に参加しました。参加し
た動機は私がバドミントンを好きで高校時代に
やっていたからなので、当初は国際交流ではなくバドミ
ントンが目的でした。
　最初のウォーミングアップでこそ会話が無かったもの
の、私以外全員留学生のチームで戦うにつれてチーム内
外での会話が増えていき、普段の学校生活の中では接
点の無い、違う学年の留学生の人たちと関わることがで
きました。
　1回しか勝つことができませんでしたが、スポーツを
通じて他学年、多国籍の人たちと交流できる良い機会と
なりました。

大畑 創平さん
（バイオサイエンス学科2年次生）

　
　今年は第4回おうみしごと体験フェスタにCELL部が
出店しました。科学者という仕事を体験してもらうた
めに科学者の仕事の説明や遠沈管を使うなど、子供た
ちにはより科学者というものに触れる機会でした。実
験内容はケミカルライトをやりましたが、子供たちも
化学反応で液体が光ることに非常に驚き喜んでいま
した。僕自身の思いとしては、この体験が子供たちに
とって良いものとなり少しでも科学者になろうとして
くれる子供たちが増えてくれたら嬉しいです。

　

2
0
1
4
年
度
の
国
際

交
流
企
画
と
し
て
、
11
月
24

日
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
参
加
者
は
合

計
で
24
人
、
そ
の
内
留
学
生

17
人
、日
本
人
学
生
が
6
人
、

ま
た
、
今
回
の
交
流
企
画
で

は
本
学
留
学
生
の
友
人
で
あ

る
外
部
の
方
の
飛
び
入
り
参

加
が
あ
り
、例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
３
〜
４
人
で
チ
ー
ム
を
編
成
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

形
式
で
試
合
を
実
施
し
ま
し
た
。
普
段
接
点
の
な
か
っ
た

人
と
同
じ
チ
ー
ム
に
な
り
、
最
初
は
遠
慮
し
て
寡
黙
で
し

た
が
、
試
合
が
進
む
に
つ
れ
て
自
然
と
チ
ー
ム
メ
イ
ト
同

士
で
仲
良
く
な
っ
て
い
き
、
得
点
で
き
た
ら
お
互
い
に
喜

び
、
失
点
し
た
と
き
は
お
互
い
励
ま
し
あ
っ
て
い
く
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
で
、
学
生
同
士
の
交
流
の
輪
が
一
層
広
が

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

11
月
15
・
16
日
の
2
日
間
、

米
原
市
で
開
催
さ
れ
た
『
第

4
回
お
う
み
し
ご
と
体
験

フ
ェ
ス
タ
』と『
滋
賀
県
も
の

づ
く
り
フ
ェ
ア
2
0
1
4
』

に
本
学
の
C
E
L
L
部
と

自
主
活
動
団
体
「
町
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
、「
科
学
者
体

験
教
室
」
と
「
科
学
の
ふ
し

ぎ
な
も
の
づ
く
り
」
を
そ
れ
ぞ
れ
出
店
し
ま
し
た
。
科
学

実
験
を
行
っ
て
、
研
究
を
行
う
科
学
者
の
仕
事
を
体
験
し

て
も
ら
っ
た
り
、
科
学
者
が
ど
ん
な
1
日
を
過
ご
し
て
い

る
の
か
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
科
学
の
力
を

使
っ
た
不
思
議
な
も
の
づ
く
り
体
験
を
行
い
、
ス
ラ
イ
ム

づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
、多
く
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
、毎
回
ほ
ぼ
満
席
で

ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
は
、
体
験

教
室
を
通
じ
て
子
供
ら
と
交
流
し
な
が
ら
に
ぎ
や
か
な
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

9
月
27
・
28
日
の
「
環
び

わ
湖
大
学
・
地
域
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」一
泊
研
修
に
、
本
学

の
学
生
4
人
と
職
員
1
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、清
掃
、運
動
会
準

備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
た
り
、
地
引
網
漁
を
体
験

し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
今

年
は
、
滋
賀
県
知
事
と
沖
島

島
民
、
各
大
学
代
表
の
学
生
1
人
が
現
状
の
滋
賀
県
や
沖
島

に
つ
い
て
思
う
こ
と
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
夕
食
後
に
は
交
流
会
を
実
施
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
2
日
目
は
、
沖
島
学
区
秋
季
大
運
動
会

に
各
競
技
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
り
、一
部
競
技

に
選
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
沖
島
自
治
会

か
ら
特
別
賞
を
い
た
だ
く
な
ど
、
島
の
方
々
に
も
大
変
喜
ん

で
も
ら
え
た
2
日
間
で
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、12
月
に
開
催
さ
れ
る「
大
学
地
域
交

流
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4
」
で
発
表
さ
れ
ま
す
。
発
表
内
容
も
、

各
大
学
で
協
力
し
合
っ
て
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

一
泊
研
修
で

他
大
学
・
地
域
住
民
の
方
と
交
流

国
際
交
流
企
画
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
実
施

体
験
教
室
通
じ
て
子
供
ら
と
交
流

関
西
学
生
リ
ー
グ
で

好
成
績
を
残
す
こ
と
を
目
標
に

　
卓
球
部

　
部
　
長
　
佐
藤 

郷
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）

　

卓
球
部
は
毎
週
火
曜
の
13
時
半
か
ら
と
毎
週

土
曜
の
10
時
か
ら
体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
練
習
で
は
基
礎
打
ち
か
ら
始
ま
り
、
サ
ー

ブ
や
レ
シ
ー
ブ
か
ら
の
パ
タ
ー
ン
練
習
な
ど
を

し
て
、
最
後
は
ゲ
ー
ム
練
習
を
し
て
練
習
し
た

こ
と
の
確
認
を
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
公
式
戦
は
、
秋
季
関
西
学
生
リ
ー

グ
に
参
加
し
4
部
の
予
選
リ
ー
グ
で
4
勝
1
敗

で
し
た
が
、
セ
ッ
ト
率
の
差
で
惜
し
く
も
3
部

と
の
入
れ
替
え
戦
に
進
む
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
来
年
度
は
3
部
昇
格
を
目
標
に
頑
張

り
た
い
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
長
浜
市
や
彦
根
市
な
ど
で
行

わ
れ
る
大
会
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
他
大

学
と
の
練
習
試
合
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ

ル
の
部
員
が
楽
し
く
活
動
し
、
技
術
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

自
由
に
楽
し
く
描
い
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
研
究
会

　
部
　
長
　
若
松 

航
平
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）

　

私
達
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
研
究
会
は
、
バ
イ
オ
大

学
唯
一
の
お
絵
描
き
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

普
段
の
活
動
で
す
が
、火
曜
日
の
18
時
半
頃
に

行
う
会
議
以
外
は
、
好
き
な
時
、
暇
な
時
に
部
室

に
来
て
絵
や
漫
画
を
描
い
た
り
雑
談
を
し
た
り

し
て
、自
由
に
の
ん
び
り
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
月
に
一
回
皆
で
決
め
た
お
題
の
絵

を
描
い
て
会
議
に
持
ち
寄
っ
た
り
、
命
洸
祭
等

の
学
内
行
事
で
作
品
を
展
示
し
た
り
、
コ
ミ
ッ

ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
始
め
と
し
た
同
人
誌
即
売
会

と
呼
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
作
品
を
頒
布
し
た
り

と
、
大
学
内
外
を
問
わ
ず
積
極
的
な
活
動
も
し

て
い
ま
す
。

　

経
験
の
無
い
人
で
も
、
楽
し
ん
で
作
品
を
作

れ
ば
自
ず
と
出
来
は
良
く
な
り
ま
す
。
先
輩
、

後
輩
、
経
験
関
係
な
し
に
部
員
皆
で
楽
し
く
仲

良
く
活
動
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
部
　
長
　
上
野 

亨
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、毎
週
火
曜
日
、金

曜
日
と
木
曜
日
は
バ
ス
ケ
部
と
交
互
に
体
育
館

を
使
用
し
、
時
間
は
18
時
か
ら
21
時
ま
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
長
く
な
い
時
間
で
、

個
人
技
術
の
向
上
と
チ
ー
ム
力
の
強
化
に
励
ん

で
い
ま
す
。
練
習
の
雰
囲
気
は
、
真
剣
に
や
り

な
が
ら
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
感
じ
が
あ

り
、楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
年
に
2
回
春
と
秋
に
行
わ
れ
る

大
会
に
出
場
し
、
よ
り
高
い
部
に
昇
格
す
る
こ

と
を
目
標
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
春

と
秋
で
は
、昇
格
も
降
格
も
し
な
か
っ
た
の
で
、

来
年
こ
そ
は
昇
格
で
き
る
よ
う
に
頑
張
る
の
で

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e

CELL部部長

硬式テニス部

日
間
、
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本
学
にiGEM

チ
ー
ム
が
発
足
し
て
2
年
余

り
。
２
回
目
の
参
加
と
な
る
国
際
大
会

で
、
昨
年
の
銅
メ
ダ
ル
に
続
き
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。

GEM
は
生
物
学
版
の
ロ
ボ
コ
ン
と
も
い
わ

れ
る
理
系
学
生
の
国
際
大
会
で
す
。
米
国

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
が
２
０
０
４
年

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
で
、
運
営
母
体
か
ら

送
ら
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
、
新

し
い
機
能
を
持
っ
た
合
成
生
物
を
作
り
、
そ
の

ア
イ
デ
ィ

ア
の
独
創

性
・
実

用

性
を
競
い
ま

す
。
今
年
は

10
周
年
を

祝
し
て
世
界

大
会
（Giant 

Jam
boree

）

が
米
国
・
ボ

ス
ト
ン
で
開

か
れ
、
31
の

国
と
地
域

か
ら
２
４
５

チ
ー
ム
、
約

２
３
０
０
人

が
参
加
し
ま

し
た
。
日
本

か
ら
は
10
チ

ー
ム
が
参
加

し
、iG

E
M
 

N
agaham

a

は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
岐
阜
大
学
、
香
港

大
学
（
香
港
）、
清
華
大
学
（
中
国
）、
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
セ
ン
ト
ル
イ
ス
校
（
米
国
）
な
ど
と
と
も

に
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

今
年
取
り
組
ん
だ
課
題
は
〝Cadm

ium
 

Catching System
 U
sing Cell-Cell 

Com
m
unication

〞（
大
腸
菌
の
膜
外
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
蛋
白
質
を
利
用
し
た
重
金
属
回
収
シ
ス
テ

ム
の
構
築
）で
、
大
腸
菌
を
使
っ
て
耕
作
地
の
カ

ド
ミ
ウ
ム
を
除
去
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
10

月
30
日
か
ら
11
月
３
日
に
ボ
ス
ト
ン
で
開
催
さ

れ
た
〝iGEM

 Giant Jam
boree 

２
０
１
４
〞
で

20
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
嶺
井
隆
平
さ
ん
（
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生
）は
、「
初

参
加
の
２
０
１
３
年
は
、
課
題
を
仕
上
げ
て
ア

ジ
ア
大
会
に
出
場
す
る
、
と
い
う
目
標
を
ク

リ
ア
す
る
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
が
、
今
年
は

iGEM

そ
の
も
の
を
楽
し
む
余
裕
が
あ
っ
た
」

と
言
い
ま
す
。
昨
年
と
の
違
い
を
、
①
教
員

の
引
率
な
し
に
学
生
だ
け
で
参
加
し
た
、
②

１
年
次
生
を
し
っ
か
り
指
導
す
る
こ
と
が
で
き

た
、
③
３
社
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
、
④
大
会
参
加
ま
で
に
国
内
の
他
大
学
と

数
回
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
⑤
長
浜
バ
イ

オ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
遺
伝
学
会
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

た
、
と
今
年
の
成
果
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

原
口
大
生
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

２
年
次
生
）は
、「
毎
日
の
活
動
は
実
験
室

で
黙
々
と
実
験
に
取
り
組
む
だ
け
で
他
の
人
と

ふ
れ
あ
う
機
会

が
な
い
が
、
今

年
は
他
大
学
と

活
発
に
交
流
し

た
の
でiGEM

を
通
じ
て
同
志

の
よ
う
な
仲
間

意
識
が
生
ま
れ

た
」、
同
じ
く

２
年
次
生
の
大

瀧
義
晴
さ
ん

（
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
）

は
、「
プ
レ
ゼ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
緊

張
し
、
ち
ゃ
ん
と
英
語
が
通
じ
る
の
か
心
配
し

た
が
、
ど
う
に
か
こ
な
す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
ま
す
。

３
月
の
関
西
交
流
会
で
は
京
都
大
学
、
金

沢
工
科
大
学
、
岐
阜
大
学
と
交
流
し
、

運
営
や
資
金
調
達
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
共
有

し
、
８
月
に
首
都
大
学
東
京
で
開
か
れ
た
交
流

会
で
は
、
首
都
大
学
東
京
、
東
京
大
学
、
東
京

工
業
大
学
、
岐
阜
大
学
、
京
都
大
学
が
参
加
し

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は

長
浜
バ
イ
オ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
86
回
日
本

遺
伝
学
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
機

会
が
得
ら
れ
、
学
会
に
参
加
し
て
い
る
人
た
ち

を
前
に
プ
レ
ゼ
ン
と
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
全
国
のiGEM

チ
ー
ム
に
声
を
掛
け
、
東
京
工
業
大
学
、
岐
阜

大
学
、
首
都
大
学
東
京
、
京
都
大
学
、
北
海
道

大
学
、
大
阪
大
学
、
東
京
大
学
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
発
表
の
後
は
、
長
浜
ド
ー
ム

宿
泊
研
修
館
で
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
１
年
次
生
で
参
加
し
た
森
山
拓
斗

さ
ん
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
）、
大
坪
拓
帆
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
）も
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ

と
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
場
所
で
各
国
の

学
生
と
直
接
交
流
で
き
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い

体
験
だ
っ
た
」（
森
山
さ
ん
）、「
現
地
で
は
英
語
が

す
べ
て
。
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
が
思
う
よ
う

に
で
き
な
く
て
英
語
の
勉
強
の
重
要
な
事
が
よ

く
わ
か
っ
た
」（
大
坪
さ
ん
）と
言
い
ま
す
。

GEM
 N
agaham

a

は
帰
国
後
も
休
む
こ
と

な
く
、
さ
っ

そ
く
次
年
度
に
向

け
て
参
加
者
募

集
の
説
明
会
を
開

き
、
多
く
の
１
年

次
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
12

月
１
日
に
は
学
内

教
職
員
に
向
け
て

２
０
１
４
年
度
活

動
報
告
会
を
開
き

ま
し
た
。

学生たちの取り組み
iGEM Nagahama

　
２
０
１
４ iG

EM

世
界
大
会

本
学
チ
ー
ム
が
２
回
目
の
参
加
で
銀
メ
ダ
ル
受
賞

活動レポート学生生活

命洸祭実行委員長
林 恭輔さん

（バイオサイエンス学科 3年次生）

実
行
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

命洸祭
久々に秋晴れの命洸祭。雨を気にすることなく思いっきりステージ
パフォーマンスや模擬店を楽しむことができました。

　
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
学
園
祭
で
あ
る

命
洸
祭
に
私
は
実
行
委
員
長
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
委
員
長
と
い
う
立
場
に

つ
き
何
を
す
べ
き
な
の
か
が
わ
か
ら
ず
、

先
輩
方
や
大
学
の
事
務
の
方
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
最
初
か
ら
最
後
ま
で
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
に
も
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
命
洸
祭
を

成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
一
層

強
く
な
り
ま
し
た
。

　
命
洸
祭
を
成
功
さ
せ
る
と
い
う
大
き

な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
常
に
小

さ
な
目
標
を
掲
げ
な
が
ら
、
常
に
自
分

が
ど
こ
に
い
る
の
か
、
見
失
わ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
知
り
ま
し

た
。
私
た
ち
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
各

団
体
の
方
た
ち
と
と
も
に
協
力
が
で
き

た
か
ら
こ
そ
、
命
洸
祭
に
来
て
い
た
だ

い
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
を
先
導
す

る
立
場
を
経
験
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
方
な
ど
、
様
々
な
人
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
大
き
な
目
標
に
挑
戦
で
き
た
こ
と

は
私
の
一
生
の
宝
で
す
。

命洸祭　イベント
・○○先生の一問一答
・ラッキーナンバー
・BIO Spirits
・ウルトラクイズ
・エンドレス∞
・Mr．Ms.バイオ大
・バイオ大のど自慢
・クイズショー
・MAXビンゴ
・ゲーム大会
・ワクワク子供広場
・展示広場「琵琶湖と災害」
・ゲストライブ　～Lefa ～
・ゲストトークショー　山口勝平
・フリーマーケット
・軽音公演
・ダブルダッチショー
・ダンスショー
・マジックショー
・吹奏楽部演奏
・天文学部プラネタリウム
・町家プロジェクト
　～Entrance to Science～
・CELL部講演実験・展示

今年も朝から長蛇の列

人気声優山口勝平さんのトークショー。学
外からもたくさんのファンが駆けつけました。

クイズショー
「まかしとけ！」と全員自信たっぷり。正解

なんか気にしない、目立てばいいのダ。
～ Lefa ～ゲストライブ

長浜市を拠点に活躍するポップスユニッ
ト。プロの歌声を聴かせてくれました。

三輪正直学長の
開会挨拶

今年は珍しく秋晴
れとなりました。

学生諸君、準備してき
た力を大いに発揮し
てください。

紅茶園芸サークル

豆から吟味してコーヒーをおいしくいれてく
れる。「命洸祭ブレンドがおすすめです」

~Lefa~

quiz

interview

人気イベントMAXビンゴ

賞品は何？ボク真剣なんだ。とうちゃんも
かあちゃんも豪華賞品を待っている。

ダンスダンスダンス

舞台狭しとダンシング。観客からのエール
にこたえてますます乗りに乗る、楽しいっ！

dance

bingo

i

i

世界大会で発表するiGEM Nagahamaボストンの世界大会会場

日本遺伝学会のワークショップで
他大学チームと交流

参加した学生の声
齊藤 直紀さん（バイオサイエンス学科 3年次生）

●会場では、全てのチームが、自分のプロジェクトがどれだ
け面白いのかを伝えるために様々な工夫を凝らしていま
した。また、聞く側、話す側両方がとて も楽しそうにして
いました。わからないところは、わかるまで聞く、わかっ
てないと感じたら、わかるまで伝える、当たり前のことで
すが、当然のように行われ ていて、世界の志の高さを感
じました。僕たちもつたない英語ではありましたが、伝
えたい気持ちを強く持って様々なチームとコミュニケー
ションを図りまし た。終始英語力には頭を抱かえました
が、それでもとても充実していて、刺激的な5日間でした。

左から齊藤、大瀧、原口、嶺井、森山、大坪さん

長谷川慎先生に一問一答

長谷川先生の鋭い切り返しにインタ
ビュアーのOくんもたじたじ。
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「リケジョ」とよばれ、近年注目の的の理系女子。中でもバイオ
を学ぶ「バイオ女子」の皆さんに生の声を聞いてみました。

座談会 大学の魅力を語る『バイオ女子』のすすめ

岩
本
昌
子
先
生　

今
日
は
、
い
よ
い
よ
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
る
、
学
部
３
年

次
生
か
ら
大
学
院
博
士
課
程
の
「
バ
イ
オ
女
子
」
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
バ
イ
オ
分
野
、
特
に
長
浜
バ
イ
オ
大
学
を
め
ざ
す
女
子
高
校
生
に
向
け
て
、
な

ぜ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
に
興
味
を
も
っ
た
の
か
、
な
ぜ
こ
の
大
学
を
選
ん
だ
の
か
を
お

話
し
し
て
下
さ
い
。
ま
ず
は
、
亀
井
さ
ん
か
ら
、
ど
う
ぞ
。

亀
井
優
香
さ
ん　

祖
父
が
理
科
の
先
生
を
し
て
い
て
、
家
に
た
く
さ
ん
図
鑑
が
あ
る
環
境

に
育
ち
ま
し
た
。
生
物
を
好
き
に
な
る
決
め
手
に
な
っ
た
の
は
、
高
校
の
授
業
で
知
っ

た
キ
イ
ロ
タ
マ
ホ
コ
リ
カ
ビ
で
す
。
ひ
と
目
見
て
「
か
わ
い
い
!
」（
笑
）。
単
細
胞
が

集
ま
っ
て
子
実
体
を
作
る
生
活
環
も
愛
お
し
い
（
笑
）。

田
井
晶
子
さ
ん　

私
は
家
が
農
家
を
し
て
い
て
、
畑
や
田
ん
ぼ
が
周
り
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
自
然
と
植
物
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
生
物
っ
て
楽
し

い
な
」
と
高
校
で
理
系
の
コ
ー
ス
に
進
ん
で
、
そ
の
ま
ま
長
浜
バ
イ
オ
大
学
を
選
び
ま

し
た
。

吉
田
麻
衣
さ
ん　

高
校
に
入
学
す
る
時
、「
理
系
か
文
系
か
選
び
な
さ
い
」
っ
て
言
わ
れ
て
、

化
学
が
結
構
好
き
だ
っ
た
こ
と
と
英
語
が
ち
ょ
っ
と
苦
手
だ
っ
た
と
い
う
理
由
で
理
系

に
進
み
ま
し
た
。
こ
の
大
学
を
選
ん
だ
の
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
き
て
と
て
も

雰
囲
気
が
良
か
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
な
の

で
す
が
、
最
初
は
や
っ
ぱ
り
緊
張
し
ま
し
た
。「
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人
ば
っ
か
り
か

な
」、「
オ
タ
ク
っ
ぽ
い
人
が
多
い
の
か
な
」
っ
て
。
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
全
然
な
く
て
、

み
ん
な
と
て
も
明
る
か
っ
た
！

白
石
遥
さ
ん　

私
は
田
井
さ
ん
と
は
反
対
に
都
会
で
育
っ
た
の
で
す
が
、
両
親
が
外
に
出

掛
け
る
の
が
好
き
で
、
海
や
川
や
、
自
然
の
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
生
き
物
が
好
き
に
な
っ
て
理
科
が
得
意
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

将
来
を
考
え
る
と
や
っ
ぱ
り
英
語
も
必
要
か
な
と
思
っ
て
、
高
校
は
英
語
を
ば
り
ば
り

勉
強
す
る
文
系
で
し
た
。
で
も
、
理
科
の
授
業
が
少
な
い
の
が
残
念
で
…
。
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
た
ら
、
大
学
で
は
生
物
の
勉
強
が
し
た
い
と
思
っ
て
決

め
ま
し
た
。

岩
本　
「
理
科
が
好
き
、
生
き
物
が
好
き
」
な
ん
で
す
ね
。
私
の
場
合
は
、
宇
宙
人
に
会
い

た
か
っ
た
か
ら
か
も
（
笑
）。
中
学
生
ぐ
ら
い
の
時
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い

た
ら
、
N
A
S
A
の
探
査
機
が
火
星
の
土
を
調
べ
た
が
ア
ミ
ノ
酸
が
見
つ
か
ら
な
い
か

ら
火
星
に
生
物
は
い
な
い
と
言
う
の
で
す
よ
。
地
球
の
他
に
も
生
命
体
が
い
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
す
ご
く
悔
し
か
っ
た
の
（
笑
）。
で
も
、
な
ぜ
ア
ミ
ノ
酸
を

調
べ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
生
物
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

亀
井　

で
も
、
先
生
が
学
生
の
頃
っ
て
、
バ
イ
オ
と
か
生
物
学
は
今
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
で
す
よ
ね
?　
　

岩
本　

そ
う
で
す
ね
。
以
前
は
生
物
学
が
何
か
の
役
に
立
つ
と
考
え
て
学
ん
で
い
た
人
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
で
は
、iPS

細
胞
を
使
っ
た
研
究

が
医
療
分
野
で
応
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
し
、
遺
伝
子
の
情
報
が
医
療
や
産
業
に
生
か
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。「
バ
イ
オ
が
時
代
の
先
端
を
切
り
拓
く
」
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
生
物
学
の
研
究
を
基
盤
と
し
た
技
術
の
実
用
化
が
、
す
ご
く
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

岩
本　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
今
、
長
浜
バ
イ
オ
大
で
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
面
白

い
と
感
じ
る
の
は
、
ど
ん
な
時
で
し
ょ
う
か
?　

岩本 昌子 先生
（バイオサイエンス学科准教授）

●大阪大学大学院工学研究科博士課程修了
● 大阪大学産業科学研究所教務職員、東京大
学大学院総合文化研究科助手を経て本学へ
● 学位　博士（工学）（大阪大学）、専門は細胞
機能学

亀井 優香 さん
（大学院博士課程後期課程 3年生）

田井 晶子 さん
（バイオサイエンス学科 4年次生）

吉
田　

2
年
次
生
の
後
半
に
、
ビ
ー
グ
ル
ボ
ー
ン
ブ
ラ
ッ
ク
と
い
う
小
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
っ
て
自
分
達
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
と
い
う
実
習
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
も
自
分
た
ち
で
す
る
の
で
、
す
ご
く
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。
先
生

た
ち
と
一
緒
に
夜
遅
く
ま
で
大
学
に
残
っ
て
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
凝
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
グ
ル
ー
プ
は
、
尻
尾
の
付
い
た
猫
み
た
い
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
作

り
ま
し
た
。
動
画
、
見
ま
す
か
?
（
皆
で
見
て
、
か
わ
い
い
！
と
盛
り
上
が
る
。）
卒
業

研
究
で
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
予
測
す
る
の
を
や
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
の
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
操
作
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
が
良
い
で
す
ね
。

白
石　

こ
れ
ま
で
の
学
生
実
験
で
は
、
大
腸
菌
遺
伝
子
の
未
知
ク
ロ
ー
ン
を
解
析
し
た
の

が
面
白
か
っ
た
で
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
増
幅
し
て
塩
基
配
列
を
決
定
す
る
と
い

う
の
を
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
最
近
で
は
、
体
の
一
部
が
光
る
よ
う
に
遺
伝
子
操
作

し
た
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
動
物
を
作
り
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
の
胚
に
緑

色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
子
を
導
入
す
る
の
で
す
が
、
た
と
え
ばPax6

と
い
う
遺

伝
子
に
入
れ
た
ら
眼
の
と
こ
ろ
が
光
る
と
か
、
導
入
す
る
遺
伝
子
の
部
位
に
よ
っ
て
光

る
所
が
違
う
の
で
す
。

田
井　

私
は
４
年
次
生
な
の
で
、
卒
業
研
究
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
（
笑
）。
私
の
テ
ー
マ

は
生
物
の
寿
命
に
関
す
る
も
の
で
、
遺
伝
子
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
注
：
組
換
え
技
術
に
よ
っ

て
あ
る
遺
伝
子
を
破
壊
す
る
実
験
方
法
）
す
る
と
寿
命
が
短
く
な
る　
　
　

と
い
う
遺

伝
子
が
あ
る
の
で
す
け
ど
、
そ
の
遺
伝
子
が
ど
う
や
っ
て
寿
命
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か

を
パ
ン
酵
母
を
使
っ
て
調
べ
て
い
ま
す
。
実
際
に
自
分
で
研
究
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ

て
、
こ
れ
ま
で
何
と
な
く
持
っ
て
い
た
知
識
が
き
ち
ん
と
つ
な
が
っ
て
理
解
で
き
た
時

に
、
あ
、
面
白
い
と
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
も
っ
と
や
っ
て
お
け
ば

良
か
っ
た
と
思
っ
た
の
が
英
語
で
す
。
英
語
の
論
文
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て
、
身
に
染

み
て
感
じ
て
い
ま
す
。

亀
井　

私
は
田
井
さ
ん
と
同
じ
研
究
室
で
、
寿
命
や
老
化
に
関
わ
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
を
実
際
に
学
ん
で
感
じ
る
こ
と
、「
バ
イ
オ
っ
て
面
白
い
！
」
と

感
じ
る
瞬
間
は
？

バ
イ
オ
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
、

バ
イ
オ
を
学
ぼ
う
と
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

『バイオ女子』のすすめ
大学の魅力を語る座談会

F
H
L1
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・
北
海
道
大
学
大
学
院
水
産
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了

・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
を
経
て
本
学
へ

・ 

博
士（
水
産
学
）（
北
海
道
大
学
）、
専
門
は
環
境
分
子
応
答
学
、
生
殖
生
理
学
、

内
分
泌
学

・
大
阪
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
生
命
情
報
環
境
科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了

・ 

大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所
遺
伝
子
動
態
研
究
分
野
研
究
員
、
大
阪
大
学
大
学

院
生
命
機
能
研
究
科
時
空
生
物
学
病
因
解
析
学
特
任
研
究
員
、
大
阪
大
学
大
学

院
医
学
系
研
究
科
幹
細
胞
病
理
学
助
教
を
経
て
本
学
へ

・ 

博
士（
薬
学
）（
大
阪
大
学
）、
専
門
は
分
子
生
物
学
、
発
生
生
物
学
、
生
殖
細
胞
学

・
名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

・
名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
助
手
を
経
て
本
学
へ

・
博
士（
理
学
）（
名
古
屋
大
学
）、
専
門
は
構
造
情
報
生
物
学

・
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

・ 

岡
崎
国
立
共
同
研
究
機
構
・
分
子
科
学
研
究
所
研
究
員
、
日
本
学
術
振
興
会
リ

サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
を
経
て
本
学
へ

・
博
士（
理
学
）（
東
京
大
学
）、
専
門
は
計
算
構
造
生
物
学

大学からのお知らせ

　
教
員
の
人
事

　

初
代
学
長
下
西
康
嗣
先
生
は
、
政
治
、
経
済

の
変
調
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い

て
、
次
世
代
を
担
う
若
者
の
教
育
が
大
事
で
あ

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
々
教
職
員
は
、「
学
生
さ
ん
と
共
に
元
気

で
楽
し
く
バ
イ
オ
を
学
ぶ
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

大
学
」
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。「
学
習
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
」
の
シ
ス
テ
ム
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
制

度
、
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
現
、
地
域
連
携

の
就
業
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
教
学
・
生

活
等
へ
の
対
応
に
よ
り
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が

主
体
的
に
学
ぶ
力
を
獲
得
で
き
る
た
め
の
取

り
組
み
を
一
層
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
が
早
く
か
ら
将
来
の
進
路
を
見
据
え

て
選
択
す
る
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
今

年
度
か
ら
開
始
し
、
本
学
の
教
育
制
度
が
世
界

的
に
も
認
め
ら
れ
る
た
め
にJABEE

（
日
本

技
術
者
教
育
認
定
機
構
）
へ
の
申
請
を
行
い
ま

し
た
。
来
年
度
か
ら
は
、
予
防
医
学
の
担
い
手

と
し
て
の
本
学
の
特
色
を
生
か
し
た
臨
床
検

査
技
師
養
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
い
た
し

ま
す
。　

　

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
の
バ
イ
オ
大
学
を
見
守

り
一
層
の
ご
支
援
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

三
輪
正
直
学
長
を
次
期
学
長
に
再
任

長
浜
バ
イ
オ
大
学
学
長

 

三
輪 

正
直

　
学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
は
、
7
月
29
日
に
開
催
し
た
理
事
会
で
、
2
0
1
5
年
3
月

31
日
で
任
期
を
満
了
す
る
三
輪
正
直
学
長
を
再
任
し
、次
期
学
長
と
し
て
任
命
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
2
0
1
5
年
4
月
1
日
か
ら
2
0
1
7
年
3
月
31
日
の
2
年
間
と
な
り
ま
す
。

三
輪
学
長
の
挨
拶

塩
生 

真
史
先
生

中
村 

肇
伸
先
生

池
内 

俊
貴
先
生

依
田 

隆
夫
先
生

座談会

大学の魅力を語る
『バイオ女子』のすすめ

ヒ
ト
な
ど
真
核
生
物
の
単
純
な
モ
デ
ル
生
物
と
し
て
パ
ン
や
お
酒
を
作
る
酵
母
を
使
う

の
で
す
が
、
こ
の
酵
母
っ
て
、
増
殖
す
る
と
き
母
細
胞
か
ら
娘
細
胞
が
出
芽
し
ま
す
よ

ね
。（
一
同
う
な
ず
く
。）
私
は
、
出
芽
が
起
き
る
度
に
娘
細
胞
を
マ
ニ
ュ
ピ
レ
ー
タ
で

取
っ
て
全
部
数
え
る
と
い
う
実
験
を
し
ま
し
た
。
2
時
間
お
き
に
顕
微
鏡
の
前
に
座
っ

て
、
1
個
の
細
胞
が
死
ぬ
ま
で
観
察
を
続
け
る
と
て
も
地
道
な
作
業
で
す
。
で
も
、
そ

の
結
果
を
ま
と
め
た
論
文
が
、『T

he Journal of Biological Chem
istry

』
と
い
う

ア
メ
リ
カ
の
科
学
誌
に
掲
載
さ
れ
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。　

岩
本　

そ
れ
は
、
亀
井
さ
ん
の
研
究
の
価
値
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
で
は
、

勉
強
以
外
の
課
外
活
動
は
ど
う
で
し
ょ
う
? 

何
か
、
サ
ー
ク
ル
や
ア
ル
バ
イ
ト
は
し
て

い
ま
し
た
か
?

亀
井　

今
は
研
究
室
に
こ
も
り
っ
き
り
な
の
で
（
笑
）、
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
学
部
生
の

頃
に
は
塾
の
講
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
合
唱
部
に
も
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

田
井　

私
も
、今
は
研
究
室
に
ず
っ
と
い
ま
す（
笑
）。
以
前
は
学
園
祭
の
実
行
委
員
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
長
浜
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
店
を
お
願
い

に
行
っ
た
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

吉
田　

私
は
、
2
年
次
生
の
時
に
ホ
テ
ル
で
給
仕
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
急

に
個
室
の
給
仕
を
任
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
お
出
迎
え
の
準
備
や
お
料
理
を
出
す
タ

イ
ミ
ン
グ
を
自
分
で
考
え
な
い
と
い
け
な
く
て
大
変
で
し
た
。
で
も
、
そ
れ
で
、
ハ
キ

ハ
キ
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）。

白
石　

私
は
、CELL

（
セ
ル
）
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。CELL

部
で
は
、
大
学
の
イ

ベ
ン
ト
や
、
小
学
校
や
地
元
の
公
民
館
で
理
科
実
験
の
出
前
講
座
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、

私
も
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
理
科
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
の
で
、
丈
夫
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
っ
た
り
、
ス
ラ
イ
ム
を
作
っ
た
り
…
そ
ん
な
こ

と
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
月
に
１
度
、
大
津
に
あ
る
西
武
百
貨
店
で
小
学
生
向

け
の
体
験
教
室
をCELL

部
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

岩
本　

最
後
に
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
大
学
で
の
経
験
を
、
今
後
に
ど
う

活
か
し
た
い
で
す
か
?

亀
井　

来
年
は
ポ
ス
ド
ク
（
注
：
博
士
号
を
取
っ
た
後
の
研
究
職
）
と
し
て
、
今
の
研
究

を
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。
で
き
れ
ば
、
そ
の
後
も
研
究
者
と
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
修
士
課
程
の
学
生
の
頃
は
技
術
者
に
な
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

研
究
を
と
こ
と
ん
極
め
る
方
が
性
に
合
っ
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

田
井　

私
は
、
大
学
院
の
修
士
課
程
に
進
学
す
る
予
定
で
す
。
修
士
号
を
取
っ
た
後
は
技

術
職
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
3
年
次
生
の
と
き
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習

で
品
質
管
理
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
験
し
て
き
っ
ち
り
デ
ー
タ
を
出
し
て

い
く
と
こ
ろ
が
、
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

吉
田　

S
E
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
バ
イ
オ

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
両
方
が
活
か
せ
る
仕
事
に
就
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

白
石　

私
は
食
品
衛
生
監
視
員
と
し
て
、
空
港
の
検
疫
所
や
保
健
所
に
勤
務
す
る
公
務
員

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
食
の
安
全
や
感
染
症
の
防
止
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
、
人
の
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
本　

み
な
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、「
バ
イ
オ
女
子
」
は
意
欲
に
溢
れ
た
頑
張
り
屋
さ
ん

が
多
い
と
思
い
ま
し
た
。
地
道
な
実
験
に
も
こ
つ
こ
つ
取
り
組
み
ま
す
ね
。
大
学
で
は
、

先
生
の
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
レ
ポ
ー
ト
や
発
表
で
自
分
の
考
え
を
他
の
人
に
説
明

す
る
練
習
も
し
ま
す
か
ら
、
理
系
の
バ
イ
オ
を
学
び
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
バ
イ
オ
を
専
門
に
学
ん
で
社
会
に
出
て
い
く
女
性
に

は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
活
躍
の
場
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
、
羽
ば
た
い
て
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

バ
イ
オ
の
学
び
を
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
に
ど
う
活
か
し
て
い
き
た
い
の
か
？

白石 遥 さん
（アニマルバイオサイエンス学科3年次生）

吉田 麻衣 さん
（コンピュータバイオサイエンス学科3年次生）

　
2
0
1
4
年
10
月
1
日
付
け
で
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
池

内
俊
貴
先
生
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
中
村
肇
伸
先

生
、そ
れ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
塩
生
真
史
先

生
と
依
田
隆
夫
先
生
が
、そ
れ
ぞ
れ
准
教
授
に
昇
任
い
た
し
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
1
年（
昭
和
16
年
）生

医
学
博
士（
東
京
大
学
）

•
東
京
大
学
医
学
部
卒

・ 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
ウ
イ
ル
ス
部
長
、

副
所
長
、
筑
波
大
学
教
授
、
同
大
学
院
医
学
研

究
科
長
、
基
礎
医
学
系
長
、
同
人
間
総
合
科
学

研
究
科
教
授
を
歴
任

•
筑
波
大
学
名
誉
教
授

•
2
0
0
5
年
4
月
長
浜
バ
イ
オ
大
学
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授
に
就
任
、
2
0
0
7

年
4
月
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
、

2
0
0
9
年
大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
科
長
を
兼
任
、
2
0
1
1
年
4
月
学
長
に

就
任
し
現
在
に
至
る
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研究室訪問 28―
―

　
食
品
分
子
機
能
学
を
専
門
と
さ
れ
て
い
る
、

先
生
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　

前
職
は
京
都
大
学
で
、
肉
牛
を
研
究
し
て
い

ま
し
た
。
栄
養
学
の
観
点
か
ら
与
え
る
エ
サ
に

よ
っ
て
ウ
シ
の
霜
降
り
度
合
い
を
あ
げ
る
、
つ

ま
り
筋
肉
内
の
脂
肪
細
胞
を
増
や
せ
る
エ
サ
を

追
求
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
ア
ニ
マ
ル
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
創
設
を
機
に
本
学
に
赴

任
す
る
と
、
近
江
牛
で
は
な
く
ビ
ワ
マ
ス
の
研

究
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ビ
ワ
マ
ス

は
琵
琶
湖
の

固
有
種
で
、

脂
が
乗
り
美

味
し
い
こ
と

で
有
名
で
す

が
、
こ
の
滋

賀
県
の
貴
重

な
特
産
品
を

食
品
偽
装
か

ら
守
る
た
め
、

ま
ず
は
真
贋

判
定
法
の
開

発
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
制

限
酵
素
断
片

長
多
型
解
析
法
（PCR-RFLP

）」
に
よ
り
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
塩
基
配
列
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
本
物
か

ど
う
か
を
見
極
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
肉
牛
の
応
用
と
し
て
、
養
殖
ビ
ワ
マ

ス
の
脂
の
乗
り
を
良
く
す
る
研
究
も
行
い
ま
し

た
。
脂
肪
細
胞
を
増
や
す
に
は
、PPA

R γ

と

よ
ば
れ
る
リ
ガ
ン
ド
依
存
性
の
核
内
転
写
因
子

の
活
性
化
が
必
要
で
す
が
、
天
然
由
来
で
な
お

か
つ
安
価
に
入
手
で
き
、
エ
サ
と
し
て
利
用
可

能
なPPA
R γ

活
性
化
因
子
を
探
す
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
草
類
や
野
菜
、果
物
、食
品
製
造

副
産
物
に
至
る
ま
で
、片
っ
端
か
ら
発
光
酵
素
・

ル
シ
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
の
レ
ポ
ー
タ
ー
ア
ッ
セ
イ

を
用
い
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

す
る
と
、滋
賀
県
内
で
排
出
さ
れ
る
、と
あ
る
食

品
製
造
副
産
物
に
、PPA

R γ

を
活
性
化
す
る

因
子
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

現
在
地
元
の
養
殖
業
者
と
協
力
し
、
そ
の
食
品

製
造
副
産
物
を
エ
サ
と
し
て
与
え
た
ビ
ワ
マ
ス

の
養
殖
、
食
味
試
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る
最
中

で
す
。

　

ま
た
、脂
肪
を
増
や
す
因
子
と
と
も
に
、脂
肪

を
減
ら
す
因
子
の
探
索
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
学
内
の
共
同
研
究
で
ノ
ダ
フ
ジ
の
種
子

に
含
ま
れ
るW

istin

と
よ
ば
れ
る
成
分
に
抗
肥

満
作
用
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
将
来
的
に
は

ペ
ッ
ト
の
肥
満
防
止
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
年
7
月
に
開
催
さ
れ
た「
日
本

ペ
ッ
ト
栄
養
学
会
」
で
私
の
研
究
室
に
所
属
す

る
学
生
が
発
表
を
行
い
、
優
秀
発
表
賞
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ド

に
な
り
う
る
飼
料
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
エ

コ
フ
ィ
ー
ド
と
は
、
小
さ
か
っ
た
り
、
折
れ
曲

が
っ
た
り
傷
付
い
た
り
し
て
出
荷
で
き
な
い
野

菜
や
果
物
、
食
品
の
製
造
過
程
で
で
き
る
副
産

物
や
生
ゴ
ミ
な
ど
、
食
品
残
渣
を
利
用
し
て
作

ら
れ
た
飼
料
で
す
。
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
で

き
る
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―

　
先
生
の
研
究
室
で
は
、
ど
の
よ
う
な
進
路
を

選
択
す
る
学
生
が
多
い
の
で
す
か
?

　

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
は
、

家
畜
や
ペ
ッ
ト
に
興
味
を
も
つ
学
生
が
多
い
た

め
、
学
内
で
は
唯
一
愛
玩
動
物
を
対
象
と
し
た

研
究
を
行
っ
て
い
る
私
の
研
究
室
を
目
指
し
て

く
る
人
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

卒
業
生
の
中
に
は
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
業
界
や
動

物
看
護
師
の
道
に
進
ん
で
い
っ
た
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ワ
マ
ス
の
真
贋
判
定
法
を
開
発
し
た

経
緯
か
ら
、
食
の
安
全
に
興
味
を
も
つ
学
生
た

ち
の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
食

品
衛
生
監
視
員
の
資
格
を
取
得
し
て
、
輸
入
食

品
の
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
検
疫
所
や
保
健

所
に
勤
務
し
た
り
、
食
品
衛
生
管
理
者
と
し
て

食
品
を
製
造
・
加
工
す
る
企
業
に
就
職
す
る
な

ど
、
様
々
な
食
の
安
心
安
全
に
関
わ
る
職
種
に

就
い
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―

　
最
後
に
、
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

も
っ
と
視
野
を
広
げ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
興
味
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
と
く

に
大
学
院
生
に
は
「
自
分
の
研
究
と
関
係
の
な

い
こ
と
は
聞
い
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い

う
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
首
を

突
っ
込
ん
で
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
や
技
術
を
学
ん

で
ほ
し
い
で
す
。
狭
い
所
で
自
分
だ
け
の
研
究

に
没
頭
し
て
い
る
の
で
な
く
、
隣
の
人
の
研
究

を
見
て
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
ら
、

一
緒
に
な
っ
て
悩
ん
で
解
決
法
を
導
き
出
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
研
究
を
二
倍
達
成
し
た
こ
と
に

な
り
、
さ
ら
な
る
人
間
的
な
成
長
も
望
め
る
と

思
い
ま
す
。

今
回
は
、
家
畜
や
愛
玩
動
物
の
脂
肪
細

胞
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
飼
料
の
研
究

開
発
を
行
う
河
内
浩
行
先
生
の
研
究
室

を
訪
ね
ま
し
た
。

河
内 

浩
行
准
教
授
　

●
食
品
分
子
機
能
学
研
究
室

プロフィール
　肉牛の霜降りについての
研究を応用し、琵琶湖の固有
種であるビワマスの養殖で
脂乗りを良くする飼料を開
発中。エコフィードの見地か
ら循環型社会の構築を目指
す。京都大学大学院工学研
究科博士後期課程修了。岡
崎国立共同研究機構基礎生
物学研究所ポストドクター
フェロー、京都大学農学研究
科応用生物科学専攻助手、同
助教を経て本学へ。兵庫県
西宮市出身。

　
　
　
　 

　

薬
や
食
品
、
化
粧
品
等
の
開
発
に
お
い

て
必
要
不
可
欠
な
実
験
動
物
。
講
義
で
は
、

実
験
動
物
と
し
て
用
い
ら
れ
る
マ
ウ
ス
を

中
心
に
ラ
ッ
ト
や
ス
ナ
ネ
ズ
ミ
、
ウ
サ
ギ
、

犬
、
猫
、
魚
類
、
両
生
類
ま
で
を
網
羅
し
、

そ
の
生
態
や
繁
殖
・
飼
育
方
法
等
と
同
時

に
、
動
物
愛
護
の
精
神
を
伝
え
、
実
験
動

物
技
術
者
2
級
の
取
得
も
視
野
に
入
れ
、

適
正
に
扱
え
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

　

講
義
は
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
の
教
員
6
人
に
加
え
、
実
際
に
実

験
動
物
の
販
売
や
感
染
等
の
調
査
を
行
う

企
業
か
ら
講
師
を
招
き
行
い
ま
す
。
実
験

動
物
学
は
食
品
衛
生
学
、
食
品
機
能
学
、

生
物
多
様
性
学
と
並
ぶ
、
学
科
の
学
び
の

中
心
的
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、
1
年

次
後
期
に
開
講
さ
れ
る
当
科
目
は
そ
の
入

門
編
で
す
。
愛
玩
動
物
に
関
心
が
あ
る
学

生
に
も
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

（
担
当
：
永
井
信
夫
、
荻
野
肇
、
齊
藤
修
、

野
村
慎
太
郎
、河
内
浩
行
、中
村
肇
伸
先
生
）

実
験
動
物
技
術
者
の
資
格
取
得
も
視
野
に
入
れ
た
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
の
実
験
動
物
学
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
セ
ミ
ナ
ー
室
を

使
っ
た
少
人
数
指
導
の
初
級
生
物
医
療
情
報
学
各
論
Ⅰ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
授
業
で
一
番
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
外
部
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ

た
谷
田
先
生
の
お
話
で
す
。
谷
田

先
生
は
、「
ド
ー
ナ
ツ
の
真
ん
中
の

穴
は
、
周
り
が
な
け
れ
ば
穴
で
は

な
い
。
人
も
同
じ
よ
う
に
、
周
り

が
あ
る
か
ら
個
人
が
成
り
立
つ
の

で
あ
る
。
そ
の
『
周
り
』
に
は
人

の
他
に
動
物
も
含
ま
れ
て
い
る
」

と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
で
は
、
実
験
動
物
技

術
者
試
験
を
受
け
る
た
め
に
、
動

物
の
生
態
や
特
性
な
ど
を
勉
強
し

過
去
問
な
ど
を
解
い
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
試
験
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
と
も
に
生
活
し
て
い

る
周
り
の
動
物
を
も
っ
と
理
解
で

き
る
よ
う
、
意
識
し
な
が
ら
勉
強

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
初
級
生
物
医
療
情
報
学
各

論
で
は
担
当
の
先
生
に
よ
っ
て
授

業
内
容
が
違
い
、
複
数
の
分
野
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
少
人

数
な
の
で
先
生
や
周
り
の
人
と
気

軽
に
話
し
合
え
ま
す
。
私
が
受
け

て
い
る
授
業
で
は
、
先
生
が
と
て

も
楽
し
く
授
業
を
進
め
、
様
々
な

医
療
機
関
や
情
報
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
課
題
を
出

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
医
療

機
関
を
探
す
内
容
で
、
学
生
の
レ

ポ
ー
ト
に
対
し
、
先
生
が
分
か
り

や
す
く
解
説
を
入
れ
て
く
れ
た
こ

と
で
す
。
こ
の
授
業
で
は
病
院
や

診
療
所
な
ど
医
療
機
関
に
関
す
る

こ
と
を
勉
強
す
る
の
で
、
自
分
の

知
ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
べ

ま
し
た
。

中島 咲穂さん
（アニマルバイオサイエンス学科1年次生）

藤田 将旭さん
（コンピュータバイオサイエンス学科1年次生）

　

技
術
者
・
研
究
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る

生
物
医
療
情
報
学
の
初
歩
的
な
情
報
収
集

能
力
を
養
う
た
め
、
少
人
数
に
分
か
れ
て

き
め
細
か
い
指
導
の
も
と
講
義
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

１
回
目
の
講
義
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
教
員
4
人
が
用
意

し
た
ト
ピ
ッ
ク
ス「
目
的
に
会
っ
た
医
療
機

関
を
探
す
」「
分
子
標
的
薬
と
は
何
か
？
」

「
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
・
構
造
の
多
様
性
」

等
が
紹
介
さ
れ
、
学
生
は
そ
の
中
か
ら

前
半
・
後
半
で
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
選
び
、

13
人
程
度
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
講
義
や

調
査
・
分
析
、
討
論
等
を
行
い
ま
す
。
１

年
次
後
期
か
ら
は
自
ら
関
心
の
あ
る
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
選
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
触
れ

て
課
題
に
取
り
組
む
中
で
、
早
い
段
階
か

ら
各
教
員
の
研
究
テ
ー
マ
に
触
れ
、
興
味

喚
起
し
、
将
来
の
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
を

意
識
す
る
こ
と
を
狙
い
ま
す
。　

　
　
　
　
（
担
当
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
教
員
）

実
験
動
物
の
生
態
や
繁
殖
・
飼
育

法
と
動
物
愛
護
の
精
神
を
学
ぶ

実
験
動
物
学

関
心
の
あ
る
ト
ピッ
ク
ス
を
選
択
し
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が
ん
細
胞
が
抗
が
ん
剤
を
排
除
す
る
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
が
関
与
す
る
可
能
性 

　
奈
良 

篤
樹
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

立
体
構
造
情
報
と
統
計
デ
ー
タ
か
ら

タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
を
予
測
す
る
ツ
ー
ル
を
開
発

塩
生 

真
史
先
生
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

学
内
研
究
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
す
る

走
査
型
電
子
顕
微
鏡
の
新
た
な
可
能
性

山
本 

章
嗣
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

出
芽
酵
母
の
転
写
と
代
謝
の
両
面
か
ら

細
胞
レ
ベ
ル
で
老
化
の
謎
に
迫
る 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向 

由
起
夫
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

亀
井 

優
香
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
3
年
生
）

　

生
物
に
寿
命
が
あ
る
よ
う
に
、
生
物
の

個
体
を
形
成
す
る
細
胞
に
も
寿
命
が
あ
り

ま
す
。
で
は
、
細
胞
が
死
に
向
か
う
前
に

見
ら
れ
る
老
化
と
は
、い
つ
始
ま
り
、ど
ん

な
変
化
が
細
胞
内
で
起
き
て
い
る
の
か
を
、

寿
命
研
究
の
モ
デ
ル
生
物
で
あ
る
出
芽
酵

母
で
行
っ
た
の
が
、
亀
井
優
香
さ
ん
の
研

究
で
す
。

　

出
芽
酵
母
の
寿
命
は
、
一
つ
の
母
細
胞

が
い
く
つ
娘
細
胞
を
生
む
か
で
定
義
さ

れ
、平
均
25
個
、つ
ま
り
平
均
寿
命
が
25
世

代
で
す
。
亀
井
さ
ん
は
出
芽
酵
母
の
4
世

代
、7
世
代
、11
世
代
の
母
細
胞
集
団
の
総

代
謝
物（
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
）と
総
転
写
産
物

（
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ム
）を
調
べ
、
11

世
代
の
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ム
で
転
写

量
に
変
化
の
あ
る
遺
伝
子
が
劇
的
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
詳
し
く
調
べ
る
と
、
細
胞
が
増
殖
を
停

止
す
る
定
常
期
に
転
写
さ
れ
る
遺
伝
子
と

同
じ
種
類
の
遺
伝
子
が
、
11
世
代
の
細
胞

内
で
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
一
方
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
で
は
、
世
代
を

追
う
ご
と
に
細
胞
内
の
ア
ミ
ノ
酸
が
減
少

し
、Ｔ
Ｃ
Ａ
回
路
の
中
間
代
謝
物
量
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

共
同
研
究
者
の
向
由
起
夫
先
生
は
、「
出

芽
酵
母
を
用
い
て
細
胞
一
つ
の
寿
命
を
厳

密
に
調
べ
上
げ
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
と
ト
ラ

ン
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ム
を
関
連
付
け
て
解
析

し
た
点
が
評
価
さ
れ
る
」と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
論
文
は
２
０
１
４
年
11
月
に

『Journal of Biological Chem
istry

』

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

抗
が
ん
剤
の
細
胞
外
へ
の
排
除
は
、
抗

が
ん
剤
に
よ
る
治
療
の
障
壁
と
な
る
重
大

な
問
題
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
抗
が
ん

剤
が
ど
の
よ
う
に
細
胞
内
に
運
ば
れ
、
細

胞
か
ら
排
出
さ
れ
る
の
か
、
あ
ま
り
詳
し

く
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

細
胞
内
の
物
質
輸
送
に
興
味
を
も
つ

奈
良
先
生
は
、
一
般
的
な
抗
が
ん
剤
で
あ

る
ド
キ
ソ
ル
ビ
シ
ン
を
対
象
に
、
そ
の
排

除
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
定

説
で
は
、
ド
キ
ソ
ル
ビ
シ
ン
が
細
胞
質
を

拡
散
す
る
こ
と
で
細
胞
膜
上
の
抗
が
ん
剤

排
出
ポ
ン
プ
タ
ン
パ
ク
質
に
到
達
し
、
そ

の
後
細
胞
外
へ
排
出
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
奈
良
先
生
は
拡
散
で
は
な
く

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
と
呼
ば
れ
る
細
胞
内
分

解
物
の
輸
送
系
の
関
与
に
よ
っ
て
、
ド
キ

ソ
ル
ビ
シ
ン
を
隔
離
・
濃
縮
し
た
後
に
細

胞
外
に
排
除
さ
れ
る
と
い
う
説
を
提
唱
し

ま
し
た
。

　

核
に
蓄
積
し
た
ド
キ
ソ
ル
ビ
シ
ン
が

核
外
に
排
出
さ
れ
る
際
、
核
膜
が
変
形
し

て
管
状
の
構
造
体
が
作
ら
れ
、
そ
の
管
に

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
進
行
に
必
要
な
タ
ン

パ
ク
質LC3

やA
tg16L

が
多
数
見
ら
れ
る

こ
と
を
電
子
顕
微
鏡
解
析
な
ど
か
ら
、
さ

ら
に
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
で
き
な
い
が
ん

細
胞
で
は
ド
キ
ソ
ル
ビ
シ
ン
が
核
外
に
排

出
さ
れ
な
い
こ
と
も
ラ
イ
ブ
解
析
で
明

ら
か
に
し
、
こ
の
仮
説
を
立
証
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
、9
月
下

旬
に
行
わ
れ
た
第
73
回
日
本
癌
学
会
学
術

総
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
の
成
果
は
、
よ
り
効
果
的
な

抗
が
ん
剤
の
使
用
法
の
開
発
に
貢
献
で
き

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

タ
ン
パ
ク
質
が
機
能
す
る
に
は
、
他
の

分
子
と
の
相
互
作
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、

相
互
作
用
の
結
果
作
ら
れ
る
複
合
体
の
立

体
構
造
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
上
で
基
盤
と
な
る
重

要
な
も
の
で
す
。
近
年
で
は
、
実
験
に
よ

る
構
造
決
定
が
困
難
な
タ
ン
パ
ク
質
に
お

い
て
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
タ
ン
パ
ク
質

と
他
分
子
の
複
合
体
構
造
を
予
測
し
、
そ

の
構
造
を
手
掛
か
り
と
し
て
タ
ン
パ
ク
質

の
機
能
を
調
べ
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

塩
生
真
史
先
生
は
、
他
の
ど
の
タ
ン
パ

ク
質
に
も
類
似
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め

に
機
能
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
タ
ン
パ

ク
質
を
対
象
に
、
そ
の
タ
ン
パ
ク
質
が
も

つ
機
能
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
探
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
既
知

の
タ
ン
パ
ク
質
複
合
体
の
立
体
構
造
か
ら

特
定
の
分
子
と
結
合
し
や
す
い
ア
ミ
ノ
酸

の
傾
向
を
算
出
し
、
そ
の
統
計
デ
ー
タ
と

立
体
構
造
の
特
徴
に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う

な
分
子
が
タ
ン
パ
ク
質
と
結
合
す
る
か
を

推
定
す
る
予
測
ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
予
測
ツ
ー
ル
を
使
え
ば
、
タ
ン

パ
ク
質
の
機
能
を
あ
る
程
度
想
定
し
な
が

ら
効
率
的
な
実
験
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
有

効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
な
く
機
能
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
タ
ン
パ
ク
質
に
対
し
て
も
、

そ
の
働
き
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
2
0
1
4
年
6
月

に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
「
第
14
回
蛋
白
質

科
学
会
年
会
」で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
の
バ
イ
オ
研
究
に
欠
か
せ
な
い
電

子
顕
微
鏡
に
は
、
大
き
く
分
け
て
透
過
型

と
走
査
型
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
昨

年
、
本
学
に
導
入
さ
れ
た
走
査
型
電
子
顕

微
鏡
は
、対
象
物
に
電
子
線
を
照
射
し
て
跳

ね
返
っ
た
2
次
電
子
を
検
出
し
表
面
を
ス

キ
ャ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
リ
な
ど
の
昆

虫
類
の
体
毛
や
複
眼
、腸
内
細
菌
や
微
生
物

に
至
る
ま
で
、光
学
顕
微
鏡
で
は
見
え
な
い

微
細
な
表
面
構
造
を
解
析
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、特
性
Ｘ
線
を
測
定
す
る
Ｅ

Ｄ
Ｘ
検
出
器
で
対
象
物
の
構
成
元
素
が
調

べ
ら
れ
る
他
、対
象
物
を
急
速
凍
結
さ
せ
て

低
温
下
で
水
分
を
保
っ
た
生
に
近
い
状
態

で
観
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

山
本
章
嗣
先
生
は
、こ
の
走
査
型
電
子
顕

微
鏡
を
用
い
、琵
琶
湖
の
カ
ビ
臭
の
原
因
と

さ
れ
る
糸
状
藍
藻
（Phorm

idium
 tenue

）

を
観
察
し
ま
し
た
。
こ
の
藍
藻
に
は
カ
ビ

臭
の
原
因
物
質
を
産
生
す
る
緑
色
と
産
生

し
な
い
茶
色
の
も
の
が
あ
り
、こ
れ
ら
は
同

種
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、生
の

構
造
の
保
持
に
優
れ
た
低
温
走
査
型
電
子

顕
微
鏡
観
察
に
よ
っ
て
、茶
色
の
藍
藻
に
は

薄
く
て
固
い
鞘
が
あ
り
、緑
色
の
も
の
と
は

異
な
る
種
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、新
蔵
礼
子
先
生
が
研
究
し
て
い

る
腸
管IgA

抗
体
の
腸
内
細
菌
へ
の
作
用
の

解
析
に
役
立
て
ら
れ
る
な
ど
、可
視
レ
ベ
ル

か
ら
ナ
ノ
レ
ベ
ル
ま
で
を
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
研
究
ツ
ー
ル
と
し

て
学
内
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

産官学連携の
取り組み紹介

脂ののった美味しいビワマス
を育てる養殖用餌の開発

　ビワマスは琵琶湖の固有種であり美味
しい魚である。特に天然魚の刺身は上質
の脂が乗り美味しい。長浜市は、観光業
と水産業において重要な特産品と位置付
けている。県水産試験場が養殖技術を開
発し2010年から商業的養殖が開始され
たが、未だ天然ものの美味しさには至って
いない。　
　清水信義特別招聘教授の指導の下、
2012年4月より天然ビワマスに劣らぬ脂
の乗りをもたらす餌を開発してきた。河内
浩行准教授と修士の眞田的貴さんは、動
物細胞の評価系を用い、脂肪細胞前駆細
胞を脂肪細胞へと分化させる因子を含む
ある農産品副産物を見出した。殿山泰弘
プロジェクト特任講師と塚田匤輝研究員
は、この副産物をメダカに給餌すると脂肪
細胞が増えることを確認した。養殖試験
のために（株）びわ鮎センター（社長：川瀬
利弥氏）と共同研究契約を結び、2013年
12月より同社の養殖池でビワマス約800
匹への給餌試験を開始した。2014年3月
には本学教職員、学生と長浜市役所職員
約160人が参加する食味試験を実施した。
本副産物を給餌して育てたビワマスは好
評であった。養殖試験と食味試験の計画
と解析は滋賀県立大学杉浦省三教授が
担当し、養殖は川瀬氏が担当した。
　ビワマスの食欲が増す春以降も給餌を
続けた。8月にはこの副産物を給餌した
ビワマスの脂の乗りは明らかによくなって
いた。現在、この副産物を給餌したビワ
マスを長浜市のプロの料理人に試食して
もらい、販売へと繋げるよう活動している。
　本開発は、長浜市からの研究資金によ
り実施できました。長浜市に深く感謝し
ます。

大
学
院
生
に
よ
る
細
胞
レ
ベ
ル
で
老
化
の
謎
を
探
る
研
究
や
、
抗
が
ん
剤
が
細
胞
外
に
排

出
さ
れ
効
か
な
い
現
象
に
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
な

ど
、
教
員
に
よ
る
意
欲
的
な
研
究
も
進
ん
で
い
ま
す
。

研究推進機構事務室マネージャー
堀 伸明

養殖池でのビワマスの採取

本学での食味試験
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教員リレーエッセー

　　伊藤 正恵先生
（バイオサイエンス学科）

私のドイツ・サバイバル留学記

「どうしよう、やっていけるかなァ？」

学生時代、第二外国語のドイツ語は、最初
の講義で、名詞には男性、女性、中性の区別があ
り、主格、所有格、2 つの目的格に応じて定冠詞（英
語の the）が der、des、dem、den…と複数形も
含めて 16 通りに変化する、と聞いたところで挫
折し、大きな声では言えないが、試験は訳本を丸
暗記することで切り抜けた。それが、米国とドイ
ツの研究所に留学の申請を出していたところ、ド
イツのフンボルト奨学生の採用の方が先に決まっ
てしまったのだった。

ということで、到着した 1 月のフランクフル
ト空港では、いきなりマイナス 15℃の出迎

えを受けてドイツでの生活が始まった。とにかく
人が大きい。マールブルグの研究所の実験台は私
の胸のあたりまでの高さがあり、前の棚のピペッ
トには手が届かない。「届かない。」と訴えると、
技官がピペットを下段に降ろしてくれ、教授の一

人が、私専用に踏み
台を調達してきてく
れた。

言葉にまつわる
失 敗 は、 数 限

りがない。初めてバ
スの中で切符を買った時のこと。「回数券下さい。」
と言うと、「E……？」と聞かれた。何のことか
分からない。そういう時、いつも適当に「Ja（英
語の Yes）.」と応えていたので、たまには「Nein

（英語の No）.」と言ってみようか、という気に
なって、「Nein.」と応えた。すると運転手は、変
な顔をしながら 6 枚綴りの赤い切符を渡してくれ
た。1 枚使い、帰ってから辞書で調べてみて真っ
赤になった。聞かれたのは Erwachsene。つまり

「大人？」。私がその時に限って「Nein.」と返答

したので、赤い子供用切符をくれたのだった。そ
りゃあ、私は日本人の中でも小さい方で、ドイツ
では T シャツも子供服売り場で買ってますけど、
見たら子供かどうかぐらい分かるでしょう！と自
分のドイツ語能力を棚に上げて憤慨しながら、残
りの回数券は、小学生の子供を持つ方に進呈した。
しかし、これが日本国内だったらどうだろう。明
らかに大人と分かる人に子供用切符を渡すだろう
か。この時、自分が「言ったこと」の重みとドイ
ツ流の考え方について、初めて気付かされた。

この後も、わかってくれるだろう、という安
易な判断による発言で、痛い思いを何度も

経験した。そのおかげで、日本流とは質の異なる
「ドイツ流のやり方」が感覚的に理解できたよう
に思う。国際感覚とは、こういうことなのかもし
れない。若い皆さんには、是非、広い視野を持っ
て国際感覚を磨いて欲しいと思う。自ら国外に飛
び出すのも良いけれど、ほら、隣の留学生と話を
するところから始めてみては？　彼・彼女たちは、
今、××年前の若かりし私と同じ経験をしている
はずだから。

ところで、ドイツ語については、2 年もする
と日常生活には困らない程度になり、研究

所内のセミナーで英語で発表していると、「Masae
の英語は分からないから、ドイツ語にしたら？」
と言われるようになった。が、自分のドイツ語が

「お買い物ドイツ語」の域にあり、議論ができる
レベルにはないことは自覚していた。そして、案
の定、帰国後しばらくすると、すっかり忘れてし
まった。その理由は、ドイツ語の文法を体系的に
正しく勉強しなかったからだと反省している。学
生の皆さん、文法は大切ですよ。英語でも正しい
文法を身に付けて下さい。時間がかかっても、使
える英語のためには、結局は近道だと思っている。

岐山高校生物部の簡便なカワニナ
の種同定法の開発を支援、科学技術
振興機構のプログラム採択の支援
などを進めています。

高大連携通信

る
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム（
S
P
P
）の
採
択
・
実
施
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
京
都
光
華
高
等
学
校
が
応
募
さ

れ
た
S
P
P
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
プ
ロ

グ
ラ
ム
〜
廃
棄
物
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を

生
成
す
る
〜
」の
支
援
を
行
い
、
8
月
18
日
か
ら

22
日
ま
で
5
日
間
に
わ
た
り
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス

河
原
町
学
舎
に
て
実
施
致
し
ま
し
た
。本
講
座
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

受
講
さ
れ
た
生
徒
は
5
月
か
ら
7
月
に
か

け
て
様
々
な
廃
棄
物
を
調
べ
、
今
回
の
実
験
材

料
で
あ
る「
た
た
み
の
廃
棄
イ
グ
サ
」を
調
達
し
、

実
際
に
講
座
で
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
製
造
を

行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
に
と
っ
て
、
5
日
間
と
い
う
今
ま
で
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
長
い
期
間
の
実
験
で
、
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
少
量
で
も
バ
イ
オ
エ

◆ 

岐
阜
県
立
岐
山
高
校
生
物
部
「
カ
ワ
ニ

ナ
研
究
」
の
活
動
支
援

　

高
大
連
携
事
業
で
は
、
2
0
1
3
年
度
か
ら

継
続
的
に
、
岐
山
高
校
生
物
部
「
カ
ワ
ニ
ナ
を

通
し
て
考
え
る
地
域
の
生
態
系
」
の
研
究
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
度
、高
校
生
が
興
味
深

い
知
見
を
得
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

岐
山
高
校
生
物
部
は
、
カ
ワ
ニ
ナ
の
D
N
A

の
塩
基
配
列
に
基
づ
く
遺
伝
子
解
析
を
行
う

こ
と
で
、
琵
琶
湖
固
有
種
の
タ
テ
ヒ
ダ
カ
ワ
ニ

ナ
が
岐
阜
県
内
へ
流
入
し
て
い
る
可
能
性
を
検

討
し
て
い
ま
す
が
、支
援
の
過
程
で
、部
員
自
ら

が
P
C
R
と
制
限
酵
素
を
用
い
た
非
常
に
簡
便

な
カ
ワ
ニ
ナ
の
種
同
定
方
法
を
開
発
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。今
後
は
、こ
の
方
法
に
よ
り

タ
テ
ヒ
ダ
カ
ワ
ニ
ナ
の
流
入
に
つ
い
て
、
よ
り

詳
し
く
検
証
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
回
得
ら
れ
た
知
見
は
、
11
月
に
開
か
れ
た

岐
阜
県
児
童
生
徒
科
学
作
品
展
に
て
発
表
さ

れ
、優
秀
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

高
等
学
校
が
採
択
さ
れ
た
サ
イ
エ
ン

ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
講
座
支
援

　

本
学
の
高
大
連
携
事
業
で
は
、
高
等
学
校
の

理
科
学
習
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
独
立
行

政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
が
募
集
し
て
い

タ
ノ
ー
ル
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
感
動
し
た
だ
け

で
な
く
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
る
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
様
で
す
。

◆ 

高
等
学
校
で
の
高
大
連
携
連
続
講
座

　

2
0
1
2
年
度
よ
り
、
華
頂
女
子
高
等
学
校

の
医
療
理
系
進
学
コ
ー
ス
の
2
・
3
年
生
を
対

象
に
、「
生
命
の
謎
を
覗
く
」と
い
う
テ
ー
マ
で

バ
イ
オ
分
野
の
連
続
講
座
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

ゲ
ノ
ム
、遺
伝
子
等
に
つ
い
て
正
し
く
学
び
、

病
気
に
関
係
す
る
遺
伝
子
と
そ
の
変
異
情
報

を
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
自
ら
調
べ
、更
に

自
分
の
遺
伝
子
の
型
を
実
際
に
調
べ
る
実
験

も
行
い
ま
し
た
。本
学
の
教
員
に
よ
る
最
先
端

生
命
科
学
の
講
演
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

最
先
端
の
生
命
科
学
の
知
見
を
得
た
上
で
、

そ
れ
を
、
華
頂
で
学
ん
だ
仏
教
思
想
と
融
合
さ

せ
て
、〝
生
き
る
〞と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、高
校

生
独
自
の
主
体
的
な
考
え
を
深
め
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る

正
し
い
科
学
的
知
識
を
発
信
し
、
高
校
生
の
主

体
的
な
学
び
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

マールブルグ城
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